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　新年のご挨拶に先立ち、元旦の令和6年能登半島地震
により被災された皆様、被害のあったクラブの皆様に心
よりお見舞いを申しあげますと共に、一日も早い復旧・
復興をお祈り申し上げます。

　さて、コロナウィルス感染症が５類に引き下げられて
初めての新春を迎えました。コロナ禍の３年間は加盟ク
ラブの皆様には厳しい経営環境下、FIAガイドラインに
沿った施設運営にご協力頂きましたことを、改めて感謝
申し上げます。
　日本に暮らす人の運動習慣はまだまだコロナ前に戻っ
ているわけではありません。私たちフィットネスクラブ
は、人々の健康増進のためコロナ前以上の運動の習慣化
を推し進めたいと考えております。
　昨年11月に厚生労働省の専門部会が、10年ぶりに健康
づくりのために推奨される身体活動・運動の目安となる
ガイド案を改訂し、成人では１日60分以上の歩行と週
２・３回の筋トレを推奨しています。
　FIAでも運動の習慣化向上の為に、昨夏から加盟フィ
ットネスクラブで「全国カラダ年齢測定—フィットネス
体力テスト—」の実施を開始しました。
　自分のカラダ年齢を知ることによって、運動習慣から
遠ざかってしまった方に運動の大切さをわかっていただ
く、また運動を続けている方には継続することの大切さ
をわかっていただける機会にしていきたいと考えており
ます。
　この活動には、国・自治体・健康経営を進める企業等
も注目頂いており、特に東京では都が開催するスポーツ

啓発イベントに体力測定コーナーを導入して頂いていま
す。直近では被保険者が2800万人の健康保険組合連合会
が、年１回の健康診断のように年１回の体力測定を行う
ことも有意義ではないかとして、FIA体力測定との連携
検討が始まりました。加盟クラブの皆様には、カラダ年
齢測定に積極的にご参加頂き、顧客の定期的測定実施に
是非ともご協力をお願いいたします。
　人が生きていくうえで必要な、「衣食住」の次に必要
なものは、「運動＝動くこと」だと私は考えています。
FIAは、国民の健康を維持向上するための中心的な業界
団体として、スポーツ健康産業議員連盟をはじめとする
国・自治体・企業等との連携を強化し、有意義な活動が
出来るよう新しい年も引き続き取り組んで参ります。
　本年こそはフィットネス参加率がコロナ前以上に向上
することを切に願い、新年の挨拶とさせていただきます。
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各社の紹介

韮沢　本日、ご参加いただいた３名のパネ

ラーの方々は、コロナ禍でいずれも様々な

実績を残され、また期せずして、この4月

（2023年）に全員転勤になられています。

したがって、本日ご紹介する内容は、前店

舗におけるご紹介ということになります。併

せて、全員が現在、フィットネスクラブマネジ

メント（FCM）技能検定の1級技能士であ

り、先ほどお聞きしたら、3名の方すべてが

41～42歳の間に１級に合格され、その後、

実績を積まれて現在に至るということでし

た。 

　それでは、まず当セミナーの特徴につい

てご説明いたします。ご存じの通り、コロナ

によるフィットネスクラブへの逆風、業界の

多様化、さらにAI等も含むIT技術の進化な

どによって経営環境は大きく変わってきて

います。そういった中にあって、事業を継続

し発展させるため、様々な戦略が提起され

ています。 この戦略を実際に現場の施策

に落と込んで実現することはなかなか難し

い。我々は、その戦略を実際に現実のもの

にする力を“現場のマネジメント力”といって

いますが、この工程が非常に難しいという

わけです。そこで、「戦略×現場力」——つ

まり実行力について、1級技能士の資格を

お持ちの現役の支配人の方々に、そのた

めのヒントを語っていただこうというのが本

セミナーの主旨となります。

　本日ご紹介するのは、セントラルフィット

ネスクラブ新大阪駅前、メガロス千種、そし

てコクールルネサンス名古屋JRゲートタワ

ーの３店舗の事例となります。本題に入る

前に、各店舗の特徴について簡単にご紹
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SPORTEC2023 FIA × SPORTECセミナー

『 S P O R T E C 2 0 2 3  F I A×
SPORTECセミナー』第４弾は、

「収益最大化のための施設マネジ
メント手法を考える」がテーマ。会
員数の減少や様々なコスト高な
ど、今までにない苦境に立つクラ
ブ運営において、現場支配人や
本社運営はどうやって利益を生み
出す仕組みをつくるのか——。
FCM１級技能士の現役支配人に
よる対談セミナーは、運営を効率
化し、収益を底上げし、最大限の
利益を向上させるための様々な
施策を考えるセミナーです。

現場力、
支配人マネジメント力向上のための

特別セミナー

※今回のトピックスは、2023年8月4日(金)に行われた『SPORTEC2023 FIA×SPORTECセミナー』を取材し編集したものです。

パネリスト

ファシリテーター

●セントラルスポーツ（株）
　加藤 晴王氏　
　１級技能士　
　セントラルフィットネスクラブ金沢店
　及び野々市店　支配人

●野村不動産ライフ＆スポーツ（株）
　田中 克宜氏　
　１級技能士　メガロス立川　支配人

●（株）ルネサンス
　井口 和久氏
　１級技能士　
　ルネサンス岐阜及び
　元コクールルネサンス名古屋　支配人

（一社）日本フィットネス産業協会　
FCM検定事業統括マネージャー

韮沢 靖彦
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に向けてどのように取り組み、実現してきた

かということについてお話をいただきたいと

思います。それでは、最初にセントラルスポ

ーツの加藤支配人からお願いします。加藤

支配人には、特に『業務分担の再構築』

『責任者の明確化』『ミスの教育』、そして

『有人業務の見える化』をキーワードにお

話いただきたいと思います。 

スタッフのマルチタスク化

●セントラルフィットネスクラブ
　の事例
加藤　セントラルスポーツの加藤と申しま

す。今日はできるだけ現場で培ったお話を

させていただこうと思います。よろしくお願

いいたします。まず、『業務分担の再構築』

についてです。韮沢さんからご紹介いただ

いたとおり、私が勤めていた新大阪駅前店

はビジネス街にあるため、オフィスから人が

消えたコロナ禍では非常にチャレンジング

な状況となりました。徐々に回復はしている

ものの、私が3月末で同店から異動した時

点でもこのチャレンジングな状況から完全

に脱し切れたとは言えない状況です。

　実は、2022年度の1年間、社員は私一

人のみ、すなわち店長のみという体制で運

営しました。これまでは複数名の社員が配

属される運営環境でしたが、クラブのV字

回復を第一に考えて上司と相談を重ね、

最終的に私個人の意見も勘案してもらう

形で社員一人体制での運営に挑戦するこ

ととなりました。

　たった一人でどうやって業務遂行ができ

たのか。私が一人で何もかもを受け持ち、

週に６日フル稼働で終日終夜クラブにいる

というのでは本末転倒です。つまり、週5日

勤務かつ定時での出社と退社という条件

の中で、どうすればクラブ運営が可能なの

かを徹底的に考える必要がありました。そこ

で業務内容を改めて振り返った時、「この

仕事は社員にしかできない」という固定観

念の存在に気付き、この固定観念を打破

することでコロナ禍の苦境をブレイクスル

ーできると確信しました。社員でなくてもでき

介しておきたいと思います。

　まず、セントラルフィットネスクラブ新大阪

駅前。こちらは新大阪駅から徒歩５分くら

いのところに位置するビジネス街にある店

舗です。価格帯は、タイム90という7810

円の会員からシングルの1万1110円まで。

平日9時から22時までの営業（土曜：９時

～20時、日祝：９時～19時）で、プールのほ

かにゴルフレンジなども備えた、いわゆる都

市型の施設で、主にサラリーマンの方 を々

対象としてスタートしています。

　次に、メガロス千種。こちらは名古屋駅

から直線でいうと約10キロ。したがって、郊

外の立地型になるかと思います。営業時

間は、平日9時30分から23時30分（土曜：

9時30分～21時、日祝：9時30分～20

時）、またジムエリアのみ前記以外の時間

はセルフ利用時間としており、非常に遅く

まで営業されています。価格帯もアンダー

25という8558円から24メガロスゴールド

という１万8150円まで幅広く用意をされて

います。プールが2面のほか、テニスコート

２面、ゴルフレンジも備え、いわゆる大型の

複合型施設といえるでしょう。

　そして、コクールルネサンス名古屋JRゲ

ートタワー。こちらは名古屋駅に隣接する

ゲートタワーという大きなビルの13階にあり

ます。最大の特徴は都市型という点で、平

日は朝7時から23時まで営業（土日祝：9時

～20時）、会費はというと、デイタイムオプ

ションなしの1万670円からフルタイムプラ

チナの1万8755円という高価格帯までに

なります。施設はマシンジムやスタジオのほ

か、サイクルスタジオ、サウナ、ホットスタジ

オなどを備えています。なんといっても駅前

の13階から見た景観が素晴らしいとうかが

っています。

　本日お話しいただくテーマは、成長を続

けたフィットネス業界において大逆風となっ

たコロナ禍をいかにして乗り越えたか、どの

ように支出をコントロールしたか、そして、い

かにして収入増を図ったかということにつ

いてお話をいただきたいと思います。 

　まず、いかに支出をコントロールしたかと

いう過程の中で、スタッフのマルチタスク化

ることはたくさんあるじゃないか、と。私がこ

の意識変革に至ったとき、明確に『業務分

担の再構築』がイメージできたのです。責

任の所在を明確化したり、こういう事態に

はこのように対処するというケーススタディ

等が周知されていたりすれば、アルバイト

やパートの方でもしっかり業務を遂行できま

す。それが2つ目に掲げた『責任者の明確

化』に結びつきます。この２つのポイントを

踏まえ、「ここまでの範囲はお願いします。

お願いした範囲を超える内容や予期せぬ

事態が発生した場合は、私に任せてくださ

い」というようなかたちで、どんどんスタッフ

にお願いをできるようになりました。

　続いて『ミスの教育』についてお話ししま

す。発端となったのは、ミスが発生した際の

フォローの非効率性に気が付いたことです。

例えばミスが発生した業務について、事実

関係を確認するだけで半日、酷い場合は
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セントラルスポーツ（株）加藤 晴王氏　１級技能士　
セントラルフィットネスクラブ金沢店及び野々市店支配人



4

勤務していた前店舗、メガロス千種店での

話でございます。千種店には社員が約25

名、アルバイトの方 も々合わせると総勢80

名ほどのスタッフで運営しており、さらに契

約インストラクターの方も30名くらいいるこ

とを踏まえると、100人以上がかかわってい

るという大きなお店です。したがって、非常

に難しかったのはやはりコミュニケーション

をいかにとるかということで、 私自身も全員

の名前覚えるのに、2か月くらいかかったも

のです。でも、だからこそこのコミュニケーシ

ョンこそが大きな課題であるとも受け止め

ていました。

　一方、当社では、フィットネス、スイミング、 

テニス、サービス——これら4つをセクショ

ン別に採用しています。つまり、入社してく

る時点ですでにそのセクションのプロフェッ

ショナルになるという人材を求めています。

ただ、コロナ禍を経て、あらためて思ったこ

とは一人一人の生産性を上げていくため

には、たとえセクション別採用であっても、

一人のキャストが様々な仕事ができるよう

になるというのは、非常に大事なポイントと

なってきました。そこで、セクションという枠

を超えて一人一人のキャストができるアイ

テムを増やしていくチャレンジをしました。

　スポーツクラブで働かれている方であれ

ばお分かりだと思いますが、スイミングセク

ションというのは慢性的な人手不足に悩み

を抱えていらっしゃるところも少なくないの

ではないでしょうか。我々の場合であれば、

特に夕方の時間帯には十数名のコーチが

必要になり、スイミングセクションだけでは

賄えないときには、サービススタッフやテニ

ススタッフなど他のセクションから動員しな

ければ回っていかないというような課題が

生じたことがたびたびありました。そこで、

『2つのアイテムの取得』という目標に掲げ

ることによって、そういった事態を解消すべ

く計画を立てました。そして現在では、入社

から大体1年くらいすると、ほぼ100％の社

員が２アイテムを持つようになりました。

　ここで大事なポイントとなるのが、『１on1

の会話』。１on1というのは、一対一で話す

ということであり、たとえスタッフが80人いて

丸1日を消費してしまった…なんていうこと

が多々ありました。ミスをゼロにすることはで

きませんので、発生するのは仕方ない一面

もありますが、ミスはコストの浪費を招いてし

まうことも事実です。またミスのフォローは、

ミスした本人以外がフォローすることが多

いものです。結果としてスタッフ間でストレ

スが溜まり、チームビルディングにも悪影響

を及ぼしてしまう可能性が高くなります。そ

こで、事前に「ミスは発生するものである」

という教育を徹底することにしました。する

と、しっかり了解した上できちんとフォローに

当たってくれるようになったのです。また嬉

しい副産物として、ミスを起こしたスタッフ自

身の意識がさらに高まり、同様のミスの発

生率が目に見えて減少しました。

　最後の『有人業務の見える化』につい

てです。効率運営を図るためにローテーシ

ョンの最少化を行うと、それに伴ってお客

様に接する時間も減少してしまいます。そ

こで、可能な限りお客様の目に付くところ、

すなわちお客様に対して即座にスタッフが

対応できる環境下で日常業務を行うという

工夫を取り入れてみました。私を含めたスタ

ッフ全員がワンチームとなり、それぞれが館

内の様々なところで縦横無尽に活躍する。

常にどこかに人がいるという意味での見え

る化を徹底し、お客様に「まったく人がいな

いね」という印象を与えないように努めてま

いりました。この点については、後ほど清掃

業務を例にとって紹介しようと思います。

韮沢　ありがとうございました。続きまして、 

野村不動産ライフ＆スポーツの田中支配

人、お願いします。田中支配人には、『１

on1の会話』『２アイテムの取得』、そして

『取得状況の見える化』ついてお話をいた

だきたいと思います。 

●野村不動産ライフ＆スポーツの
　事例
田中　田中克宜（よしのり）と申します。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。現在

はメガロス立川店に勤務しておりますが、

今日お話しさせていただくのは、私が7年間

も、私との１on1の機会を全員、 半年に1

回は必ず設けました。また、各セクションに

はリーダーがいるので、そのリーダーとの１

on1も欠かさず、ここでしっかり意思疎通を

図っていきました。そして、なぜ自分はこの

セクションのプロフェッショナルとして入社

したのに、スイミングのコーチもやらなけれ

ばいけないんだということをどう納得させる

か、一人一人戦略を立てて話をするように

しました。

　例えば、フィットネスコーチがスイミングコ

ーチを行うときには、スイミングコーチという

のは、 子どもの集団に対してのレッスンが

主となるので、子どもたちを集中させる技術、

あるいは上手に教え導く技術など、フィット

ネスのコーチであっても、それらを身につけ

ることで、将来こういったメリットに繋がるん

だよ、と。あなたのインストラクターとしての

未来がこう変わるんだよということを、一人

一人と話す。あるいは、評価基準に取り入

れたりするなどという話もしました。また、ア

ルバイトスタッフに対しては、2アイテム以

上取得した際には時給のアップなども含め
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野村不動産ライフ＆スポーツ（株）田中 克宜氏　
１級技能士　メガロス立川　支配人
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たが、 私は2020年5月、ちょうどコロナに

なったタイミングで、メガロス千種店さんと同

じような大型クラブであるルネサンス岐阜

に配属になり、それからほどなくしてコクー

ルルネサンスという都市型クラブを兼務す

ることになりました。その中で、ここに掲げた

テーマでは、どちらかというとルネサンス岐

阜の話が中心になってくるかなというところ

もありますので、あらかじめお断りさせていた

だきます。

　とはいえ、このマルチタスク化について

は、どこでも取り組まれてきたことではない

かかと思います。先ほど、田中支配人がお

っしゃられていたことは、本当に的を射てい

るな、と。我 も々同じように一人一人と話を

しながら進めてまいりました。その中で説得

する材料の1つとして、『利用者と要員一

致』があります。これはどういうことかといえ

ば、クラブの中で、今、お客さんはどこにたく

さんいるかという話をしっかりみんなに伝え

るということです。

　例えば、夕方の時間。フィットネスジムや

スタジオのほうは人が少なくなります。でも、

スイミングスクールやテニスクールには、お

子さんはたくさんいます。そういったところを

しっかり見せながら、「お客さんがたくさんい

るところに人を動かしたほうがいいよね」と

いうことを話す。状況を確認してもらうこと

で、説得の材料にしていきました。この点で

いうと、逆にコクールルネサンスのほうは平

日の夜が非常に混んで、昼間は比較的空

いています。すると、スタッフに対して、「夜、

みんなで頑張ろう」という話ができ、その時

間帯に人を厚くすることに誰もが納得する。

『シフトの一枚化』というのは、つまりはそう

いうことです。

　岐阜のほうでは、スイミング、テニス、フィッ

トネス、フロントの4セクションにわかれてい

ます。すると、知らず知らずのうちにセクショ

ナリズムにおちいるというのでしょうか。当

然、自分たちのセクションを一番に考えます

し、たとえ無理が生じたときであってもなんと

か自分たちだけでうまく乗り切れるようにと

いう考えになりがちです。しかし、そこを調整

するのが支配人の役割であると思っていま

て、この取り組みの具現化を図っていきま

した。

　すなわち、『２アイテムの取得』のために

は、『１on1の会話』は欠かせない重要な

要件であるということを、あらためて痛感し

たというわけです。そして、そのためには『取

得状況の見える化』も必要だな、とも。この

ようにしっかり見て評価して、それをモチベ

ーションに頑張ってもらうという運営を心が

け、マルチタスク化を進めていきました。

韮沢　ありがとうございます。私も今、お聞

きするまで存じ上げなかったのですが、職

種別の採用ということで、中には、それであ

っても２アイテムの取得に難色を示す人も

いるのではないかと思いますが、その辺は

いかがでしょうか？

田中　確かにおっしゃる通りです。だからこ

そ、リーダー陣とも相談をして、先ほど申し

上げたように、一人一人に対して戦略を立

てていきました。それでも、採用したキャスト

たちはもともと多くの人たちに何かを伝えた

という熱い思いをもっている人たちばかりの

で、理解を得ることはそう難しくはなかったと

思っています。むしろ話し合うとことによっ

て、刺激を受けて闘志が湧いてくるようで

す。そういう意味では、我々はキャストの背

中を少し押してあげていただけなのかもしれ

ません。

韮沢　戦略的に取り組むことによって、マ

ルチタスク化を実現されたということを、ぜ

ひ、皆さんも参考にしていただければなと思

います。では、続きまして、井口支配人、よろ

しくお願いいたします。井口支配人にはマ

ルタスク化に向けたスタンダードな部分、い

わゆる『利用者と要員一致』『シフトの1枚

化』、そして『兼務業務の平準化』につい

てお話しいただきたいと思います。

●ルネサンスの事例
井口　ルネサンスの井口と申します。よろし

くお願いします。まず前提として、先ほどコク

ールルネサンスについて紹介いただきまし

す。そこで、 実際に4つのシフトを並べて、

「ほら、ここにちょっと無理かかっているでし

ょう」とか、「ここにちょっとムラがあるよね」

という話を“見える化”しながら進めていきま

した。すると、みんな納得感を持って、クラブ

のためにとマルチタスク化が進められたの

ではないかというふうに思っております。

韮沢　ありがとうございます。ここにいらっ

しゃる方々の素晴らしいところは、支配人

一人で考えて強引に推し進めるのではなく、

常に情報をオープンにして、スタッフにしっ

かりと向き合って話をしながら、ということで

はないかと思います。それが、この難しいス

タッフの“マルチタスク化”が実現できてい

る要因ではないでしょうか。

　それでは続いて、『内製化・自動化・IT

化』というテーマについてお話しいただきた

2024年（令和6年）1月11日

（株）ルネサンス　井口 和久氏　
１級技能士　ルネサンス岐阜及び
元コクールルネサンス名古屋　支配人
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ブ運営が非常にチャレンジングでしたので、

クラブのV字回復のためには現況に見合

ったコスト感への適正化を行わなければな

らない状況であったというのが内製化に踏

み切った最大の理由です。しかしながら、内

製化によって館内の美化水準が低下して

しまっては本末転倒、単にクラブがダメにな

っただけとなってしまうので、これまでの清

掃サービスの品質も維持しなければなりま

せん。そんな状況の中、スタッフの能力を

最大限活用して、よりポジティブに取り組

んでもらうためにはどうしたらいいかというこ

とを必死に考えました。　

　悩みに悩んだのが“コストの適正化”と

“清掃サービスの品質維持”のバランスをど

うやって取るかということでした。コストを切

り詰めると、サービス品質が低下する。サー

ビスの質を高めようとすると、コストが下がら

ない。このトレードオフを解決してくれたの

は、“スタッフの能力活用”だったのです。　

　先の発表で『有人業務の見える化』の

話をしましたが、その一例にもなるのが“清

掃過程の見える化”です。これによって、お

客様からの施設に関するクレームが大きく

減少しました。これはなぜかお分かりになり

ますでしょうか。ヒントは「価値観の変化」で

す。以前であれば、クラブの清掃はお客様

に見せるものではなく、お客様の見えないと

ころで行うものという価値観が当たり前で

した。しかし現在では、農作物の生産者情

報を公開したり、アイドルがデビューに至る

までの練習風景を特集したりといった、商

品・サービスが提供されるまでの過程をオー

プンにすることが、その本質を知ってもらう

ための一つの手段であるという価値観に

変わってきているのではないかという仮説

を立て、思い切って清掃している姿をお客

様に見てもらおうと決断したのです。特に

このコロナ禍においては、清掃を含め、施

設環境整備に対して、お客様も非常にポ

ジティブに捉えていただけるようになってい

たこともあり、あえてそういったところをお見

せしようとチャレンジしてみたのです。結果、

清掃に関する業務量は以前から変わって

いませんが、お客様から「ここのスタッフは

いと思います。この『内製化・自動化・IT

化』については、店舗単独で進められるこ

とというのはほとんどないのではないでしょう

か。逆にいえば、それを店舗に導入し、かつ

きちっと運営するというのは一朝一夕には

いかないもの。非常に難しい試みではない

かとも想像します。

　一方、内製化という点では、ほとんどのク

ラブにおいて清掃業務については、それを

実行しようと取り組まれているところも多い

ようです。そういった中にあって、セントラル

スポーツの加藤支配人のところでは、発想

の転換も含めてその分野において大きな

実績をつくられたスキルをお持ちということ

ですので、より詳しくお聞きしたいと思いま

す。それでは加藤支配人、よろしくお願いい

たします。

『内製化・自動化・IT化』に
向けた各社の取り組み

●セントラルスポーツが
　取り組んだ清掃の内製化
加藤　まず、『清掃の内製化』の前に、

『提出物のIT化』について少しだけお話し

します。実は、これも一人で運営していたか

らこそ着手せざるを得なかったという事情が

ありました。昔ながらに紙ベースで集計を行

い、紙ベースでアウトプットしたものを全て

郵送提出ということをやるだけの人手も時

間もありません。世の中でペーパレス化の

機運が高まっていたこともあって、一人でも

できる仕組みの導入を積極的に行いまし

た。目下のところでは、UX向上のため『会

員手続きのweb化』について会社主導で

取り組んでいる真っ最中です。　

　さて、『清掃の内製化』についてですが、

いきなり完全内製化を行うのではなく、外注

していた清掃業務を徐々に内製化するプ

ロセスを踏みました。清掃業務の委託契約

の非更新を決めていたので、そのタイミング

で全て内製化できるように、清掃業務を段

階的にスタッフ業務へ落とし込んでいった

のです。

　実のところ、冒頭で申しましたとおりクラ

よく清掃してくれている」と認知されるように

なりました。

　一方で、これは先ほどのマルチタスク化

にも通じる話ですが、スタッフの就労時間

はしっかり確保する必要がありますので、こ

れまでのクラブ業務に加え、清掃業務に取

り組んでもらうことで就労時間を確保するよ

うにしました。さらに嬉しいことに、この清掃

業務によって業務範囲外のエリアに対し

て利用者目線で点検する機会になったた

め、施設美化に資する貴重な意見がスタッ

フから挙がるようになったことも大きな成果

の一つです。　

　次に、サービスの品質維持のために工

夫した点について紹介します。先ほど申し

上げたように、「内製化したことで品質が落

ちてしまった」となっては意味がありません。

では、どうやって品質を維持しようかと考え

たとき、まず清掃の場所、方法、時間、頻度

の徹底的な見直しを図りました。そして、こ

れまでクラブの営業時間外に行っていた

清掃をどんどん営業中に実施するようにし

ていきました。営業中の実施が不可能なも

のはもちろん営業時間外にやるしかありま

せんが、実施できるものに関しては片っ端

から営業中に実施するようにしていったの

です。そうすることによって、無駄、無理、斑

（むら）を劇的に減らすことができました。　

　他方、清掃業務についてはスタッフの

得手不得手がある。得意なスタッフは放っ

ておいても積極的にやってくれるのですが、

不得手なスタッフは私を筆頭に本当に苦手

（笑）。自分の部屋の掃除を外注したいくら

い（笑）。そこで、得意なスタッフの視点や

清掃の際に心がけているポイント等をヒヤ

リングし、清掃チェックリストを作成しました。

これによって、誰がやっても出来不出来の

レベルが変わらないという環境を整備しま

した。　

　また、清掃時には統一ユニフォームとし

てビブスを着用するようにしました。実は、こ

れが“見える化”作戦が成功した要因の一

つ、それも大きな一つとなりました。従前は

通常のユニフォームで清掃していたのです

が、お客様からすると館内巡回中のスタッ

2024年（令和6年）1月11日
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たりなど、今も少しずつ改善しながら取り組

んでいるところです。それ以外に、“メガロス

アプリ”の導入があり、そちらでスタジオの

予約、お子様のスクールの欠席・振替、各

種お手続きなども行えるようになりました。

そういった意味では、非常に事務時間の

削減につながったところでございます。

韮沢　井口支配人のところも、同じような

アプリがあるとお聞きしましたが……。

井口　はい、“ルネサンスアプリ”というもの

で、ほぼポータルサイトのような感じですね。

韮沢　加藤支配人にお聞きしたら、いわゆ

る自動化については本社主導でやるんだ

けれども、実態として現場で使えない、使い

にくいなどといったことがあるのではないか

と思います。そういう場合の対応はどうされ

ているのでしょうか？

加藤　本社のスタッフは、もちろん現場の

事情を十分に配慮して現況調査や施策

立案を行いますが、同時に立地条件やお

客様の属性など、店舗ごとに異なる特徴が

あるという点については、細かいことでも現

場の立場から適宜伝えていきました。例え

フなのか、清掃しているスタッフなのか判断

がつかない。そこで「今は清掃の最中で

す」を示すウェアとしてビブスを着用させお

客様にも周知を図ることで、スタッフ自身も

「最高の施設であり続けるために、自分が

通過した場所にはゴミ一つ残さない」いう

良い緊張感が生まれました。これが先ほど

申し上げた“清掃過程の見える化”に一役

買ってくれたという訳です。　

　さらに、それに付随して、清掃時間の管

理にも工夫を凝らしました。例えば、シフト

上で30分間の清掃業務を割り当てても、

清掃に習熟したスタッフは10分程度でサ

サッと済ませて次の仕事に入りがちです。

「いや、そうじゃないんですよ」と。指定した

時間内は清掃業務に徹する。きれいだから

と判断して短縮しない。清掃に取り組んで

いる姿をお客様にお見せすることも業務の

目的の一つなので、早く終わらせて次の仕

事に移ることが評価される訳ではないと説

明をし、より“見える化”に努めてもらうように

しました。繰り返しになりますが、この見える

化によって、お客様から「スタッフが一生懸

命清掃してくれているクラブ」という評価を

いただいています。　

　一方、工夫した点というところでいえば、

先述したスタッフの能力活用、すなわちロ

ーテーション最少化への代替案もその一

つです。先ほどのお二人の話にもありまし

たが、「私は掃除をするためにここに来たん

じゃないんです」という意見も痛いほど理解

できます。でも、清掃業務「だけ」を行う訳で

はありませんし、接客サービスの場という観

点でクラブを捉えた時、施設の美化がどれ

ほど重要であるかを考えさせるようにしてい

ました。例えば「実際に自分が施設を使うと

なった場合、綺麗な施設と汚い施設ならど

ちらを選びますか？」と。施設の美化が担保

されて初めて、それ以外のサービスを受け

ていただく下地が整うという考え方をスタッ

フに理解してもらう努力をしました。　

　あともう一つ、これも先述した点に関連し

ますが、掃除に苦手意識を持つスタッフに

対し、どのようにして本来のポテンシャルを

発揮してもらおうかと考えたときに、その一

案として清掃道具の整備状況の改善に取

り組んでみることにしました。例えば、モップ

のサイズを30センチ幅から倍の60センチ

幅に変えてみる。単純なことですが、仕事

効率が上がってスタッフにも喜んでもらえま

した。すると、スタッフの方から「ハンディクリ

ーナーを変更して欲しい」「掃除機を追加

購入して欲しい」「使い捨て手袋があった

らありがたい」などの希望が次々に出てくる

ようになり、購入可能なものは導入するよう

にしました。結果として、意見を出してくれた

スタッフに責任感が芽生え、スタッフがどん

どん積極的に取り組んでくれるようになりま

した。以上の点が、“マルチタスク化”という

目標に対して、努力が結実したと言える成

功事例だと思います。

韮沢　まさに少数精鋭化に求められる意

識改革ですね。掃除は、それ自体が商品な

んだということをスタッフにきちんと伝えるこ

とが大事である、と。『IT化・自動化』につい

ては、田中支配人のところではどのような

取り組みをされているのでしょうか。

田中　すでにどこの企業様もやっていらっ

しゃると思いますが、チェックイン・チェックア

ウトの自動化だったり、手続き時間を短くし

2024年（令和6年）1月11日

（一社）日本フィットネス産業協会　
FCM検定事業統括マネージャー　韮沢 靖彦
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はお子様の入会は非常に難しく、遠方から

来ていただかなければなりません。そこが最

初のミッションだったということです。だから

こそ、やはり特別にならなければならない、

と。

　では、我 を々選択していただかなければ

ならないと考えたときに、その答えは何だっ

たかといえば、地域とどれだけ密接な関係

性を結べるか、ということでした。すなわち、

地域の健康増進や交流拠点として利用

者の運動が習慣化し、そこに仲間ができる

ことによって、さらに地域のためになる自発

的な活動を行うなど、地域と一体化した生

きがいのある創造です。いい換えれば、ス

ポーツクラブの運営を超えた、街の交流拠

点として本施設を運営するということでした。

　そこで、地域の教育機関、医療機関、観

光協会、商業施設、民間企業、大学などと

タッグを組んで、地域の方 と々のコミュニケ

ーションが取れるような各種イベントを開催

しました。例えば、当社には『こどもみらいプ

ロジェクト』という月に一度、お子様を店舗

へ招待し、お子様の未来のために水泳や

テニスを無料でお教えする取り組みがある

のですが、 そういったイベントを名古屋市

教育委員会の後援をいただいて、小学校

にチラシを配らせていただき集客するという

ような活動も行ってまいりました。その結果、

今では毎月100名前後、年間で1000人

以上のお子様が参加する、非常に盛り上

がるイベントとして定着しています。なお、こ

うした取り組みは千種店だけではなくて、各

店で実施しているものでございます。

　我々が行うイベントというと、入会を前提

とした体験会のようなものをイメージされる

ことが少なくないのですが、行政や地域と

の連携と考えると、いかに地域の皆様に分

かりやすく、それぞれが抱える課題に対して

解決してくれそうだ、あるいは楽しそうだとい

うようなイメージをしっかり伝えていくというこ

とが大事であると考え、ネーミングなどもい

ろいろと工夫して実施いたしました。

　また、メガロス千種店の前にはイオンタウ

ンがあるのですが、イオンさんと協力して、

広場を利用した縁日を企画し、館内を使っ

ば、スタッフから「こういう点が説明しにくい」

「お客様からこういう点が使いにくいとご意

見があった」などの情報があれば、すぐに

本社へフィードバックして施策の改善に役

立ててもらって…ということを繰り返したこと

もポイントになったかと思います。

『会費価格の改定』

韮沢　一級技能士の支配人クラスともな

れば、アプリの活用も含め、自動化を進め

ている部署のキーマンと直接話をして、でき

ること・できないことを具現化していきながら、

できることをどんどん推進してもらうという役

割を担う現場側のキーマンになるということ

ですね。

　それでは続いて、『会費価格の改定』に

話題を移していきたいと思います。会員数

自体がなかなか戻らない中、いかにして収

益を確保するか。ただ単にコストのコントロ

ールだけでは、むしろマイナス思考が増幅さ

れていくだけになるという恐れもある。そこ

で、どう増やしていくかということに視点を変

えてお話いただきたいと思います。まず、加

藤支配人に、『20パターンの提案』と『改

定額の組み合わせ』についてお話をお願

いします。

●セントラルスポーツの事例
加藤　簡潔にいえば、最初から20パター

ンを組んでいたという訳ではなく、上司との

相談を重ねる中で、「これはどうなんだ」「あ

れはこうしたほうがいいんじゃないか」という

やり取りを経て、結果的に20パターンにな

りました。やはり現場において会費の改定

というのは、頻繁にできるものではないので、

しっかりとリマーケティングが求められる。

周辺のクラブはもちろん、我々のクラブの

中の価格帯についてももう一度しっかり見

直しを図りました。　

　当クラブの場合、会員区分によって価

格差が大きく、高価格区分での会員獲得

に苦戦する一方、低価格区分が最も集客

できている状況です。低価格区分は、10

年ほど前に初めてフィットネスクラブに通う

方向けのコースとして導入した経緯があり

ますが、それだけだと価格設定の適正判断

が難しいため、様々なパターンを組むことに

よって各区分での入退会差を精査し、会

員数を最大化するために試行錯誤してい

ます。

韮沢　本社の要望に対して、それを具現

化するためには現場としては、こういう商品

の価格はこうでないと現実的には厳しい…

…というようなやり取りをしていくことが、や

はり現場の支配人としては非常に重要な

仕事ではないかと思います。続きまして、田

中支配人には『キッズの新規値上げ』『キ

ッズスクール増』『全会員種別値上げ』に

ついてお話しいただきたと思います。

●野村不動産ライフ＆スポーツの
　事例
田中　コロナ前に既存のお子様の会費

価格は変えず、新しく入会してくるお子様か

ら値上げさせていただくという改定を、私が

着任する少し前の今から7～8年ぐらい前

に実施したことがありました。すると、当時

2000人くらいいたスイミングの在籍が、そ

の後、1500人まで落ち込んでしまうという

事態が起きてしまいました……。会費を上

げるときは、既存の退会想定を皆さんされ

ると思います。我 と々しては、そこは回避し

たつもりでしたが、やはり競合他社様と比

べて価格が上がったときに、我 を々選択し

ていただけないということにまさに肝を冷や

すような実感を味わったものでした。では、

この教訓を生かし、たとえ値上げをしても、ど

うすれば我 を々選んでいただけるのかという

ことについて考えた結果、今ではキッズス

クールに関しては、当時よりもたくさん通っ

てくださっているという状況になっています。

　では、その戦略とは何だったかといえば、

とにかく我々はプレミアムにならなければな

らないということでした。そして私の中では、

これを“プレミアム戦略”と名付けていました。

そもそも千種店は、一人暮らし世帯が1キ

ロ商圏で70％というお子様が非常に少な

いエリアです。したがって、我々の足元から

2024年（令和6年）1月11日
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くよく振り返ってみると、メインの商品である

フルタイムいつでも使えるタオル付きの会

員種別が、オープン時、1万3000円だった

ところ、しばらくして少し値上げさせていただ

き1万4400円にしました。すると、入会者

数が半分くらいになっていることに気づき、

さらにその後、コロナ禍にあって全社的に

値上げせざるを得ないということで、2021

年4月に1万5400円にしました。その時点

で見てみると、入会は2割くらいになってい

る、と。したがって、会員数減少の要因はコ

ロナだけではないというところに着眼したの

です。

　一方、クラブの利用状況を見てみると、

これはどこでもそうだと思いますが、会員数

は減少したものの、コロナ感染対策による

プログラム定員の減少により、人気プログ

ラムはむしろ予約が取れない状況にある。

ところが、ジムのほうは閑散としているとい

うアンバランスな状況になっていました。そ

こで、あらためてお客様の声をしっかり聞い

てみました。 駅前店なので、決して見込み

客がいなかったというわけではありません。

ふらっと訪れる方もたくさんいました。そんな

見学者の方に、「何に興味があっていらっ

しゃったのですか？」と尋ねてみると、我々

の推しはスタジオとか、ゆとりの空間だった

のですが、実は75％の方が、「いや、ジムマ

シンを見たいんだ」と。ただ、ジムマシンに興

味あるという人の入会率は非常に低く、そ

こを捉えきれてなかったといった現状が明ら

かになりました。

　そこで、新たな方向性として、価格の適

性化（値ごろ感の創出）を図るとともに、プ

ログラム利用をメインとしない顧客層もター

ゲットとしたサービス展開を図りました。後

者は、当初ターゲットとして掲げていた働く

20～40代の女性だけでなく、男性も含め

て、働く20～50代の男女に顧客ターゲッ

トの拡大を図るため、プログラムの充実とと

もに、マシンジムも必要なものは揃え、満足

のいくトレーニングができることを提案しよう

ということにしました。

　また会員種別のほうは、フルタイム・タオ

ル付きで1万5400円という価格が、競合さ

たお化け屋敷なども行いました。これは一

日の来場者が3000人近くにもなる壮大な

イベントになりました。実は、イオンさんをは

じめとして、近隣の企業様も以前からこうい

ったイベントを実施して、お子様たちに楽し

んでほしい、と思われていたようです。来場

したお子様は当然、お買い物もして帰るし、

「ぜひ一緒にやりましょう」とお誘いをすると、

イオンタウン全体にポスターも貼ってくださ

ったりなど、非常に協力的に取り組んでい

ただけました。イオンさんもそれによって、そ

の日の売上が通常に比べ1.2倍になったそ

うです。そういう意味では、まさにウィンウィ

ンのイベントになったといえます。このほか

にも、名古屋学芸大学管理栄養学部と連

携した親子で参加できるオンライン料理教

室やキッズ栄養セミナーを実施し、運動と

食育のイベントを行ったりするなど、様々な

繋がりをつくっていったことが、当社独自の

プレミアム感に結びついたのではないかと

思います。

　一方で、我々は当社の社長から「キッズ

パラダイスをつくれ！」ということを常々言わ

れるのですが、最初はその意味がよくわか

っていませんでした。一つの答えは、お子様

たちに複数のスクールプログラムを楽しん

でいただくということ。例えば、スイミングに

通っているお子様がいたとしたら、「スイミン

グに加えてもう一種目プラスしませんか？」

という併学を推奨しています。2種目やって

いると、ちょっと飽きてしまったり、年齢が上

がってきたときに、人の心理として、一つは

辞めてもいいと思うかもしれませんが、もう

一つは頑張ろうとなるものではないでしょう

か。

　また、我々は、喘息児水泳教室という喘

息のお子様を対象とした水泳教室も実施

しています。これは名古屋市環境局地域

環境対策部からいただいている、他社様と

も一緒に取り組んでいる案件であり、募集

をかけるとすぐに満員になるほど、非常にご

好評をいただいています。そして、我々の指

導力や集客力に対して高い評価をしてい

ただいたことで、そこからさらに様々な行政

の課の方 と々の繋がりができていくことで、

新たなイベントの構想が次々に生まれてい

くとういう好循環にもなっています。

　今後も、地域連携や口コミというものを

どんどん増やして、スポーツクラブに入るな

らメガロスしかないという認知度とブランド

を高めていきたいと思っています。

韮沢　ありがとうございます。引き続き、

『会費価格の改定』に関連して、ルネサン

スの井口支配人にお話をいただきます。

●ルネサンスの事例
井口　コクールルネンスの事例をご紹介さ

せていただきます。地味なことですが、ぜひ

ご確認ください。まず、コクールルネサンス

について、あらためてのご紹介させていただ

きます。冒頭、韮沢さんよりご説明いただい

た通り、ここは眺望がとても素敵で、働く女

性をターゲットにエクササイズと、リラックス

できるゆとりのある空間を提供していこうと

いうことで、2017年5月にオープンいたしま

した。特徴的なのが1週間のレッスン数。日

本一といっても過言ではない数のレッスン

を実施しています。

　コロナ前の性別・年代別の在籍構成比

も、20代の女性が一番多く、20～40代の

女性で半数以上を占めているという意味

で、当初の狙い通りでした。ところが、コロ

ナを経て、その20代女性が最も減ってしま

ったという状況になってしまった。特に20

代、30代に関しては、コロナ前の3割くらい

にまで落ち込んでしまいました。元々、たくさ

んいたところが、これだけ減ったということ

で、もう大ダメージというような状況でした。

　コロナ後を見てみると、男性の割合が増

え、性別・年代別の在籍構成比において

20代女性は9％となり決して多くなくなって

きたというクラブに変わってきているところ

で、私が着任をしました。

　会員数減少の要因としては、当然コロ

ナによるジム離れがありますし、リモートワー

クが増えたことで、そもそも駅前に来る理由

がなくなったことも考えられます。ただ、コロ

ナをしばらく経てもなかなか入会が戻ってこ

ない。一体、何が起きているのかと思い、よ

2024年（令和6年）1月11日
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思います。

　また、パーソナル指導については、若い

人たちの資格取得をできる限り時間を短縮

して早く育てていこうと取り組んだ結果、コ

ロナ前の２倍に上がりました。さらに、コー

チの見える化。どういうコーチがいて、お客

様に自信をもって紹介できるようにするかと

いうところを非常に大事にしながら売上を

伸ばしていったということでございます。

韮沢　では、最後に井口支配人、お願い

します。

井口　パーソナル指導については、当然

チャンスはあると思っていましたが、こちらは

コロナ前の1.5倍なので、現時点ではそこ

までの売上ではなかったというのが正直な

ところでした。ただ、スタッフにはここに注力

すれば、さらに売上を伸ばしていける可能

性があるという話をし、そのために毎週パー

ソナル指導の売上を上げるためだけのミー

ティングを行って今も精力的に取り組んで

いるところです。

韮沢　内容が多岐にわたり、最後はちょっ

と駆け足になってしまって恐縮ですが、以

上で、私どものFIAスポルテックセミナー

『現場力、支配人のマネジメント力向上の

ための特別セミナー』を終了いたします。何

が“特別”かというと、1級技能士の現役支

配人という方はものすごく少ない。その方た

ちが実際にコロナを乗り越えるためにどの

ようなことに取り組んでいたのか、そしてどこ

まで踏み込めばいいのかということについ

て、様々な事例を踏まえてお話しいただきま

した。

　皆さんには、ぜひFCM技能検定にも興

味を持っていただき、こういうスキルを身に

つけることで、自分が将来やりたい仕事が

できそうだなということであれば、ぜひこの

検定にチャレンジしていただきたいと考えて

おります。以上をもちまして、セミナーを終了

いたします。本日は誠にありがとうございま

した。

んの価格を上回ってしまったのですが、値

下げするわけにいかないので、タオルなしで

値ごろ感のある種別を設けたりしました。

　加えて、コロナ真っただ中にあって、もと

もと投資枠なんてなかったのですが、ジムマ

シンには可能性があるということで、顧客

の声、見込み客の声、競合の提供サービ

スなどを踏まえて、限られた投資で最大限

の成果を生むためのウエイトマシンも選定

するなどの積極策にもチャレンジしていきま

した。

　そのほか、お客様の声を聞いていると、

いろいろと入会しづらいような状況がありま

した。転勤される会員の方の割合が非常

に多く、新たにクレジットカードをつくりたくな

いというケースも少なくなかったので、コク

ールに関しては、そこでお手持ちのクレジッ

トカードで決済できるような仕組み、 あるい

はweb入会、webの予約システムを別途

導入させていただきました。

　その結果、見学からの入会率が40％か

ら65％くらいまで大幅に上がりました。入

会者数については、昨年度、コロナ前の

93.7％まで回復してきています。一方、在

籍はコロナ前の72％ではありますが、ほぼ

狙い通りで、男性の方は92％くらいにまで

復活しており、ようやく利益が出るくらいの

会員数まで回復してきました。

　以上をまとめてみると、愚直に３C分析

（ 市 場・顧 客：C u s t o m e r 、競 合：

Competitor、自社：Company）を実施し、

顧客、競合、自社についてあらためて知り、

施策につなげていったということが奏功し

たのではないかと思います。そして、限られ

た資源をどこに充てるかということを、きっち

り考えて取り組んだことも、比較的うまくい

った要因ではないのかな……と思っていま

す。

『会費以外の収入増加』

韮沢　ありがとうございました。派手さはな

いけれども、これだけの説得材料をきっちり

と揃えたことで、コロナ禍にあって非常に

投資自体が厳しい中でも、「よしやろう！」と

いう会社の意思決定を引き出す。そういう

力が一級技能士の支配人たる力なのかな

というふうに、あらためて思いった次第です。

最後に、『会費以外の収入増加』につい

て、時間の関係で簡潔にご説明いただけ

ればと思います。まず、加藤支配人、お願い

します。

加藤　既に各社、学校水泳等の受託業

務には積極的に取り組んでいらっしゃると

思いますが、冒頭で申し上げましたとおり、

新大阪駅前は典型的なビジネス街であり、

「自転車の後ろにお子さんを乗せて走って

いるお母さん」の姿を見かけるのが非常に

稀な地域です。そんな環境でしたので、現

在取り組んでいる幼・小学校の受託など

到底無理だと思い込み、業務受託の可能

性について、当初は僅かな発想さえ浮かび

ませんでした。

　ところが、一本のある保育園の理事長さ

んからの問合せが私の固定観念を打ち壊

してくれました。「新しく保育園をつくるんで

すが、子ども向けのレッスンはできますか？」

という話でした。ニーズはあったのです。実

現するためには様々な課題がありましたも

のの、このチャンスは無駄にできないという

ことで準備に約半年かけてとうとう実現す

ることができました。ピンチだからこそ、逆転

の発想で思い切ってチャレンジしたことが

成功につながった事例ではないかと思いま

す。

韮沢　では、田中支配人にお願いいたし

ます。

田中　まず、イベント売上増ですが、短期

水泳教室だったり、館内で行うスタジオの

イベントなどは、今まで通り、いやそれ以上

に頑張っていくのは当然ですが、コロナ禍

にあってさらに売上を増加していけたのは、

先ほど申し上げたように、行政との関わりだ

ったり地域と連携して行ったお化け屋敷や

クリスマスイベントにおいて2000～3000

人規模で実施することができるようになっ

たということが非常に大きな成果だったと

2024年（令和6年）1月11日
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F I Aからのお知らせ

　3月23日（土）・24日（日）千葉県国際総合水泳場にて開
催。参加申込みは日本マスターズ水泳協会エントリーシス
テムを使用します。
　個人エントリーは12月より稼働中。個人エントリーを取り

まとめたチーム責任者からのエントリー（マスターズ協会宛
申請）は1月10日（水）から2月18日（日）、18時まで。要項
等はFIAホームページに公開中です。

FIAマスターズスイミング選手権大会2024春季関東大会2

会員専用ページ「ライブラリー」を開設しました。
FIAホームページ、会員専用記事閲覧ログイン権限拡張3

　FIAホームページの会員専用ページは、これまで各社管
理者の方のみがログインできましたが、この度サイト機能の
改善の一環として各社スタッフの皆様が閲覧できるよう、ロ
グイン権限の拡張を行いました。
　会員専用ページではFIAニュースなどの会員向け情報を
掲載していますが、加えて、クラブ運営Q&A・クレーム相談・
各種調査やアンケート報告・行政からの業界向け広報・海
外情報など、これまで加盟クラブのご相談に応じてお答えし
てきた内容をアーカイブとして共有し、随時閲覧頂けるよう
にいたしました。
　12月1日に各社ご担当者あて、ログイン権限登録につい

てのお知らせをお送りしていますので、ぜひご活用ください。
※本制度運用についてのお願い事項
1. 加盟企業に所属・在職されているスタッフの方みを対象

とします。
2. 会員専用コンテンツですので、会員企業外への公開は

絶対にお控えください。
3. 各社管理者の方は退職者の削除等、登録者リスト更新

等の管理にご協力ください。
　一定期間使用実績のないアカウントはFIA事務局より各

社管理者の方へご連絡する場合があります。

賀詞交歓会1

　1月24日（水）AP東京八重洲（中央区京橋・東京駅歩5分）、正会員・賛助会員各位の交流と情報交換促進を目的として、
FIA新春の集いを開催いたします。

第一部：16：30-17:10
「FIA全国カラダ年齢測定フィットネス体力テスト」の現在とこれから 
　昨夏始動した『 FIA全国カラダ年齢測定フィットネス体力テスト』。オール
FIAで取り組むことで広がるFIA加盟クラブの社会的存在意義の向上と、各
社がアップセルに繋げられる可能性についてご理解いただく説明会とします。

（1社3名まで/無料/会場定員120名 /別に定員なしのweb視聴もあり）

■企業取り組み事例の共有
■公共団体や自治体に於ける健康促進に寄与する要請及び働きかけ
■来年度に向けた発展的取り組みについて
■質疑応答
　※web参加申し込みのためURLは以下の通りです。
　 （https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_TyvEtX06TC6o7N-1Sq50BA）

第二部 : 17:20-18：30
恒例「賀詞交歓会」（会員交流会）
　正会員・賛助会員約130人の交流
会です。昨総会以降の新規加入社ご
紹介、経済産業省ヘルスケア産業
課・スポーツ庁健康スポーツ課と、初
ご参加、厚生労働省健康課からのご
来席も予定されます。
　詳細案内はすでにFIA会員ご担当
者様へ配信済みですが、ご希望でした
らFIA事務局（info@fia.or.jp）までお
問い合わせください。
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F I Aからのお知らせ

『FIAサイバーセキュリティ保険』は、加盟企業が取扱うフィ
ットネス会員の個人情報が漏えいした場合の対応費用を
迅速に補償するもので、割安な保険料でご加入いただける
FIAの団体補償制度として2006年より運用されている保
険です。
※多くの個人情報を扱うクラブに万一情報漏えい事故が

起こった時の損害賠償金、見舞金、社告や原因調査費
等の対応費用（損害）を補てんします。

※企業の売上高・財務状況の報告を不要とし、会員数と補
償額により保険料が決まります。

※保険期間は毎年6月1日からの1年間です。募集ご案内
は毎年4月にお届けします。

※身近なところでもランサムウェア（身代金要求型データロ
ック攻撃）など外部からの悪意

あるシステム侵入による実害と保険発動が発生しています。
※サイバー保険を掛けておられるクラブ様も、保険料の比

較をお願いします。　

FIAサイバーセキュリティ保険　4
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レポート

健康保険組合連合会による
『全国カラダ年齢測定フィットネス体力テスト』

活用の提案について
　フィットネス体力テストに関しては、FIA加盟各社におけ
るビジネスの延伸に貢献する事業としてスタートいたしまし
たが、あらたに健康保険組合連合会より、被保険者を対象
としたフィットネス体力テストの実施についての話し合いが
始まったことについては、進捗の報告にてご案内させてい
ただきました通りです。
　つきましては、健康保険組合連合会につきましてご案内
させていただきます。
　健康保険組合連合会からは、現在行っている特定保健
指導（５,500円/人）を体力テストに置き換えていきたいと

いう考えがあり（健康保険組合連合会会員2,800万人）、
可能であれば来年度の早い段階から実走させたいという要
望をいただいています。
　健康保険組合は主に常時700人以上の従業員を雇用す
る一定規模の会社が健康保険組合を設立、運営している
健康保険を指します。
　そうした点からも、体力測定を起点とした運動実践型健
康経営サポ―トのビジネス提案に繋げる可能性が潜在す
ると考えられます。

　このような公的機関や自治体の健康促進の取り組みに
フィットネス体力テストの活用を促進させ、社会においてし
っかりとした規模感をもって活用いただくことで、FIA加盟
各社様のビジネスを促進いただけるよう、積極的に働きか
けてまいります。

　FIA加盟各社様におかれましては、多様な事業への取り
組みの舵取りでご多忙のことと存じますが、ぜひともこのフ
ィットネス体力テストを積極的にご活用いただきますよう、
あらためましてお願い申し上げます。

5
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幅広い変化

　しかし、この変化は単なる番組編成

の変更にとどまりません。ブレントの

ヘルスクラブ内の幅広いプロセスや分

野に影響を与えた“文化的な変化”な

のです。

「まず、施設見学から始まりました。

私たちは、見込み客に器具の特徴を紹

　エニタイム・フィットネスのキャッ

チフレーズは、"何か違うことがここ

で起きている"。

　イリノイ州ウィネベーゴで複数クラ

ブのエニタイム・フィットネスを運営

するブレント・ポッター氏は、この格

言を心に留めています。彼は、自分の

チェーンの焦点を、個人エクササイズ

からコーチングへと着実にシフトさせ

ています。

「私たちが設立した当時は、全米に店

舗を持ち24時間年中無休で営業する、

この地域で唯一のヘルスクラブの 1 

つでした」

「他のブランドも同じようなサービス

を提供するようになり、会員数の減少

率が高まったため、私たちは利便性か

ら、会員とより密接に協力することへ

と、アイデンティティを変えなければ

ならないと考えました」

介することから、クラブの各エリアと

それに関連するマシンが、彼らの目標

達成にどのように直接影響するかを説

明することに変えたのです」

　また、会員加入の方法も変えました。

「もはや初回フィットネス相談だけで

は終わりません。 私たちは、メンバ

ー個々のジャーニーに合わせて複数の

タッチポイントを作成し、短期および

2024年（令和6年）1月11日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

コーチング文化の創造
イリノイ州ウィネベーゴで複数クラブのエニタイム・フィットネスを運営するブレント・ポッター氏は、

自分のチェーンの焦点を、個人エクササイズからコーチングへと着実にシフトさせています。
それは、「他のブランドも同じようなサービスを提供するようになり、会員数の減少率が高まったため、

利便性から、会員とより密接に協力することへと、アイデンティティを変えなければならない」と考えたからです。
今回は、「コーチング文化の創造」について紹介しましょう。

IHRSA グローバルレポート

Jon Feld（ジョン・フェルド）著者 松村 剛翻訳
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長期の目標を達成するためにメンバー

と同じように献身的に取り組んでいる

ことをメンバーに示しました」

　現在、これらのタッチポイントには

以下が含まれます：

〇毎月の目標設定アセスメント

〇宿題ワークアウト

〇コーチとのチェックイン

〇パーソナル・トレーニング・エクス

ペリエンス(PTE)-新規入会特典

　トレーナーが常に新しいビジネスリ

ズムとニーズに合わせて活動できるよ

うに、エニタイムは四半期ごとにトレ

ーニングサミットを開催しています。

　サミットでは毎回、例えば肩の可動

性を高める方法など実践的なトレーニ

ングのトピックや、会員体験の向上に

向けたビジネス関連のトピック等が取

り上げられます。

正しい導入

　新モデルの成功には、効果的なコミ

ュニケーションと実装導入が不可欠で

した。

「もちろん、会員が運動、栄養、その

他の目標を立て、達成できるようにす

るための教育やヒントをターゲットと

なるEメール、ウェブサイト、ソーシ

ャルメディアに満載しました」

「しかし私たちはまた、会員や見込み

客が見て感じることができる方法で変

化を伝える必要がありました」

「ファンクショナルトレーニングのた

めの芝生や、トレーニング後のリカバ

リーのための器具を追加したり、コー

チと会員が目標に対する進捗状況を把

握できるようなテクノロジーを取り入

れたりしました」

「テクノロジー面では、クラブは

Myzoneを使用し、コーチングに新た

な一面を加えています。MEPS（マイ

ゾーン・エフォート・ポイント）は、

会員が個人の強度ゾーンで1分間運動

するごとに付与される。努力すればす

るほど、MEPSが増えます。チャレン

ジ、個人目標、ランキングはすべて

MEP数に基づいています」

　ブレントのコメントです。

「Myzone は、毎日のMEPS目標に対

する説明責任、月次のMyzoneチャレ

ンジ、またはMyzoneリーダーボード

に自分の名前が載っていることなど、

何がメンバーの原動力となっているか

を測定できる方法をメンバーに提供し

ます。 当社のスタッフは、クライア

ントに心拍数ゾーンを追跡し、ワーク

アウトをより効率的に行う方法を教え

るためのツールとしても使用していま

す」

　実装に関しては、「すべては参加す

ることによって決まりました」と彼は

付け加えました。

「無料のコンサルティングを提供する

代わりに、会員や見込み客に、リカバ

リー、トレーニング、栄養に焦点を当

てたコーチとのライブセッションを体

験してもらいました」とブレントは説

明します。

2024年（令和6年）1月11日

ジムのアイデンティティを、エクササイズをするための便利な空間から、
会員との価値あるつながりを生み出す空間へと変えたことで、

マルチチェーン展開するエニタイム・フィットネス運営会社のすべてが変わった。
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「また、クラブ対抗のチャレンジも設

けました」

「例えば、クラブが "デッドリフトの

日 "というチャレンジを開催すること

があります」

「デッドリフト大会でその日の合計重

量であったクラブは、用意された新し

いアクセサリーや器具を獲得すること

ができます」と彼は説明する。

「年齢や制限に関係なく、すべての会

員が競い合い、クラブの勝利に貢献で

きる。このようなイベントに先駆けて、

私たちは無料のコーチング・セッショ

ンを開催し、会員にテクニック、発展

的進め方、リカバリー・メソッドを教

えています。これにより、会員とコー

チの交流が深まり、最終的にはパーソ

ナル・トレーニングに参加したり、他

のサービスを利用したりする会員が増

えるのです」

コーチングの成功指標

　ブレントが経験した成果の中には、

彼のチェーン内でのより大きなコミュ

ニティ意識が含まれていました。

「12のクラブが3つの州にまたがって

いると、それぞれが異なる『アイデン

ティティ』を持っているのではないか

と心配になります」と彼は言います。 

「トレーナーのヒントやメンバーの成

功事例を共有する場合、現在では 12 

か所すべてで共有しています。 ある

クラブのメンバーが別のクラブのメン

バーにコメントしたり励ましたりする

ことで、メンバー全員がお互いにコミ

ュニケーションを深めています」

　また、エニタイムのトレーナーにと

っても追い風となっています。

「コーチとして、彼らは仕事から、自

分が誰かの人生にどのような影響を与

えたかを実感できる仕事へと変わった

のです」とブレントは断言する。「私

たちのビジネスの成功だけでなく、メ

ンバーの成功にとっても貴重な要素で

す。スタッフの離職率は大幅に減少し、

"働きたい会社 "という評判が広まり

ました」

　エニタイムでは現在、トレーニング、

スモールグループ、リカバリーセッシ

ョンにマイゾーンスイッチ心拍計を

PTE（パーソナル・トレーニング・エ

クスペリエンス）にパッケージ化し、

新規会員が成功する可能性を最大限に

高めています。この変更により、ブレ

ント氏のクラブは、新規会員のほぼ3

分の1を彼のPTEに登録し、その半数

以上を長期的な有料パッケージに変え

ることができました。

　おそらく最も重要な指標は、彼のチ

ェーンの会員減少率が、ブレントがこ

れまで見た中で最低の割合にまで激減

したことでしょう。

「メンバーは、私たちが提供する経験

を気に入っているため、将来オープン

する次のピカピカの新しいクラブに向

かって私たちを離れることはありませ

ん」と彼は言います。

「これらの追加サービスによる収益の

増加により、拠点を追加し、施設に再

投資し、スタッフを再投資することが

可能になりました」

2024年（令和6年）1月11日

ジョン・フェルド
※ジョン・フェルドはClub Business Internationalの寄
稿者です。



17 2024年（令和6年）1月11日

公
共
施
設
の

指
定
管
理
者
制
度
20
年

民
間
の
工
夫
生
か
す
運
用
を

地
方
自
治
を
考
え
る

「
民
間
が
で
き
る
こ
と
は
民
間

に
」
。
そ
ん
な
掛
け
声
の
も
と
で

公
共
施
設
の
運
営
を
広
く
開
放
す

る
「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
導
入

さ
れ
て
20
年
。
最
近
で
は
事
業
者

の
応
募
が
低
調
に
な
る
な
ど
様
々

な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
民
間

の
創
意
工
夫
を
生
か
す
た
め
に
も

柔
軟
な
運
用
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。

　

北
九
州
市
小
倉
南
区
に
あ
る
通

称
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ー

ル
」
。
１
９
８
６
年
開
設
の
市
の

施
設
だ
。
管
理
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
運
営
す
る
N
P
O
法
人
と
民

間
企
業
の
共
同
事
業
体
が
担
う
。

市
が
２
０
２
３
年
度
か
ら
の
管
理

者
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
２
回
連

続
で
応
募
が
な
か
っ
た
。
管
理
料

を
引
き
上
げ
る
な
ど
条
件
を
変
更

し
た
3
度
目
の
公
募
で
、
こ
の
共

同
事
業
体
が
よ
う
や
く
手
を
上
げ

た
。

北
九
州
市
は

7
割
が
1
社
だ
け
の
応
募

　

北
九
州
市
は
現
在
、
制
度
の
運

用
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
る
。

２
５
４
の
公
共
施
設
に
制
度
を
導

入
し
て
い
る
が
、
こ
の
プ
ー
ル
の

よ
う
に
「
応
募
が
１
社
と
い
う
ケ

ー
ス
が
７
割
に
上
る
」
（
市
政
変

革
推
進
室
の
徳
永
篤
司
氏
）
た
め

だ
。
約
30
の
事
業
者
に
「
応
募
す

る
際
の
条
件
や
課
題
」
「
自
主
事

業
を
す
る
際
の
制
約
」
な
ど
様
々

な
観
点
か
ら
意
見
を
聞
く
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
24
年

早
々
に
見
直
し
の
方
向
性
を
ま
と

め
る
予
定
だ
。

　

03
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
で

導
入
さ
れ
た
の
が
指
定
管
理
者
制

度
だ
。
公
共
施
設
を
管
理
す
る
の

は
自
治
体
や
そ
の
出
資
法
人
な
ど

に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
法
改
正
で

民
間
企
業
や
N
P
O
法
人
な
ど
も

可
能
に
な
っ
た
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
す
と
同
時
に
、
自
治
体

の
行
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
狙

い
だ
っ
た
。
総
務
省
に
よ
る
と
21

年
４
月
時
点
で
制
度
を
導
入
し
て

い
る
施
設
は
全
国
で
約
７
万
７
０

０
０
あ
る
。
施
設
の
種
類
別
（
文

部
科
学
省
の
調
査
）
で
み
る
と
、

全
国
の
公
立
の
劇
場
な
ど
の
6

割
、
博
物
館
の
３
割
、
図
書
館
の

２
割
が
導
入
し
て
い
る
。

 

経
営
難
で
撤
退
し
た
例
も

　

北
九
州
市
に
限
ら
ず
、
管
理
者

を
公
募
し
て
も
応
募
が
な
か
っ
た

り
、
1
社
に
と
ど
ま
っ
た
り
す
る

事
例
が
急
増
し
て
い
る
。
広
島
県

呉
市
の
大
規
模
保
養
施
設
「
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
せ
と
う
ち
」
で
は
、
22

年
10
月
に
市
が
23
年
度
か
ら
の
管

理
者
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

ま
で
担
っ
て
い
た
業
者
も
含
め
て

応
募
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
市
は
施
設

を
民
間
に
売
却
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　

電
気
代
も
含
め
た
物
価
上
昇
、

人
手
不
足
、
施
設
老
朽
化
と
事
業

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

経
営
難
を
理
由
に
指
定
管
理
者
が

撤
退
し
た
施
設
数
を
み
る
と
、
12

年
度
か
ら
３
年
間
は
１
１
２
、
15

年
度
か
ら
３
年
間
は
95
だ
っ
た

が
、
18
年
度
か
ら
の
３
年
間
は
２

４
２
に
上
っ
た
。

制
度
改
善
を
求
め
る
提
言
が

続
々
と

　

導
入
か
ら
20
年
た
ち
、
制
度
の

改
善
を
求
め
る
提
言
が
相
次
い
で

い
る
。
公
立
の
劇
場
や
音
楽
堂
な

ど
が
加
入
す
る
全
国
公
立
文
化
施

設
協
会
は
、
公
共
施
設
は
多
様
な

の
に
一
律
の
仕
様
書
や
選
考
基
準

が
適
用
さ
れ
が
ち
な
現
状
を
強
く

批
判
。
①
施
設
を
類
型
化
し
て
、

制
度
を
再
構
築
す
る
②
文
化
芸
術

条
例
な
ど
で
劇
場
な
ど
が
果
た
す

使
命
を
明
確
に
す
る
③
長
期
的
に

運
営
で
き
る
よ
う
に
指
定
期
間
を

10
年
以
上
に
す
る
―
―
こ
と
を
求

め
た
。

　

日
本
図
書
館
協
会
は
職
員
の
処

遇
改
善
の
た
め
に
自
治
体
に
対
し

て
公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
人
件

費
を
算
定
す
る
よ
う
に
提
案
し
て

い
る
。
公
契
約
条
例
と
は
公
共
事

業
な
ど
を
発
注
す
る
際
に
受
注
者

に
適
正
な
賃
金
水
準
の
確
保
を
求

め
る
条
例
だ
。
全
国
の
指
定
管
理

者
で
設
け
る
協
会
は
①
業
務
委
託

と
変
わ
ら
な
い
仕
様
書
に
よ
る
発

注
で
は
な
く
、
包
括
的
な
性
能
発

注
に
変
え
る
②
利
用
料
を
徴
収
で

き
る
施
設
を
明
確
に
し
、
自
主
事

業
を
柔
軟
に
認
め
る
―
―
こ
と
な

ど
を
課
題
と
し
て
上
げ
た
。

　

こ
う
し
た
要
望
を
背
景
に
、
自

治
体
側
も
様
々
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
岡
山
県
倉
敷
市
は
09
年

に
更
新
制
を
導
入
し
た
。
指
定
期

間
は
原
則
5
年
間
だ
が
、
評
価
が

一
定
基
準
以
上
な
ら
ば
最
大
10
年

ま
で
期
間
を
延
ば
す
。

　

熊
本
市
は
24
年
度
か
ら
担
う
業

者
の
募
集
で
通
常
の
業
務
と
は
別

に
「
提
案
事
業
」
を
設
け
る
と
と

も
に
、
物
価
高
騰
が
10
％
を
超
え

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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た
場
合
に
事
業
者
と
の
協
議
に
応

じ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
提
案
事

業
と
は
指
定
管
理
者
が
一
法
人
と

し
て
自
ら
の
責
任
と
負
担
で
収
益

を
上
げ
る
事
業
の
こ
と
だ
。

　

東
京
都
杉
並
区
は
23
年
9
月
、

制
度
を
検
証
し
た
報
告
書
を
ま
と

め
た
。
施
設
の
利
用
者
の
満
足
度

は
高
か
っ
た
一
方
、
区
職
員
が
業

務
や
会
計
な
ど
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
上

げ
、
「
一
定
程
度
の
施
設
を
直
営

な
ど
で
運
営
す
る
」
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
職
員
が
精
通
し
て
い
な

け
れ
ば
、
指
導
監
督
な
ど
で
き
な

い
か
ら
だ
。

　

制
度
の
効
果
を
高
め
る
に
は

「
こ
れ
で
や
れ
る
は
ず
だ
」
と
行

政
側
が
決
め
つ
け
ず
に
、
事
業
者

側
の
意
見
を
事
前
に
把
握
し
、
募

集
や
評
価
に
活
用
す
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。

（
２
０
２
３
年
12
月
29
日
／
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
）

部
活
動
改
革
へ
の

期
待
と
課
題

休
日
・
放
課
後
、

豊
か
で
多
様
に

　

学
校
部
活
動
の
改
革
が
各
地
で

始
ま
っ
た
。
筑
波
大
学
の
清
水
紀

宏
教
授
は
、
こ
の
機
に
子
ど
も
の

ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
抜
本
的
に
改
善

す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

　

１
５
０
年
余
り
の
伝
統
を
誇

る
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
巨
大

な
体
育
・
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
部
活
動
が

そ
の
歴
史
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

文
化
庁
と
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
主
導

す
る
部
活
動
改
革
で
は
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
少
な
く
と
も
土
日
の

部
活
動
を
地
域
（
ク
ラ
ブ
）
に
移

行
さ
せ
る
。
そ
の
理
由
は
少
子
化

と
教
員
の
過
重
労
働
へ
の
対
応
で

あ
る
と
い
う
。

　

学
校
部
活
動
の
「
地
域
移
行
」

と
は
全
く
不
思
議
な
用
語
で
あ

る
。
従
来
、
学
習
指
導
要
領
を
含

め
多
く
の
行
政
文
書
で
部
活
動
は

「
学
校
教
育
の
一
環
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
す

べ
て
の
生
徒
を
対
象
に
教
員
免
許

を
持
つ
教
員
の
指
導
監
督
の
下
、

学
校
施
設
を
使
い
学
校
で
の
様
々

な
学
習
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
学

校
の
仲
間
と
共
に
自
主
的
・
自
治

的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　

他
方
で
部
活
動
（
特
に
運
動

部
）
は
肥
大
化
し
て
き
た
。
１
９

６
４
年
の
東
京
五
輪
に
始
ま
る
競

技
力
向
上
へ
の
貢
献
、
70
年
代
半

ば
以
降
に
社
会
問
題
と
な
っ
た
校

内
暴
力
な
ど
の
非
行
対
策
、
そ
し

て
何
よ
り
ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
醸
成
な
ど
多
く
の

期
待
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

運
動
部
活
動
は
単
に
生
徒
が
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
場
で
は
な
く
学
校

経
営
、
生
徒
指
導
、
そ
し
て
学
校

教
育
上
の
様
々
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
機
能
化
し

た
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
が
そ
の

ま
ま
代
替
で
き
る
と
は
思
え
な

い
。

　

体
育
学
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
分

野
で
は
運
動
部
活
動
に
多
角
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
、
多
く
の

知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
例
え

ば
、
そ
の
効
用
に
つ
い
て
は
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
動
機
づ
け
や
ス
ポ

ー
ツ
機
会
の
格
差
是
正
な
ど
と
い

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
面
だ
け
で
な
く
、

学
校
へ
の
適
応
や
満
足
度
の
向

上
、
非
行
予
防
に
よ
る
学
校
秩
序

の
安
定
、
学
校
の
知
名
度
向
上
と

い
う
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
や
非
認
知
能
力

の
獲
得
、
社
会
人
基
礎
力
や
学
歴

の
取
得
な
ど
を
通
じ
て
就
職
後
の

生
涯
所
得
や
管
理
職
に
な
る
比
率

が
高
ま
り
、
結
婚
す
る
比
率
も
高

い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
部
活
動
の
力
は
地
域
移
行

後
ど
れ
ほ
ど
保
持
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
。

　

一
方
で
多
く
の
弊
害
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
勝
利
至
上
主
義
に
基

づ
く
過
熱
や
体
罰
な
ど
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
部
活
偏
重
に
よ
る
生
活

の
ゆ
が
み
や
心
身
へ
の
傷
害
・
バ

ー
ン
ア
ウ
ト
（
燃
え
尽
き
）
、
選

手
中
心
主
義
に
基
づ
く
不
平
等
・

差
別
、
権
威
主
義
下
で
の
指
示
待

ち
人
間
の
大
量
生
産
な
ど
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
部
活
動
は
ま
さ

に
「
も
ろ
刃
の
剣
」
な
の
だ
。

　

部
活
動
の
弊
害
は
明
治
期
の
誕

生
当
初
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き
た

が
、
根
本
的
な
改
善
策
が
な
い
ま

ま
１
５
０
年
が
過
ぎ
た
。
そ
の
意

味
で
は
今
こ
そ
、
子
ど
も
の
ス
ポ

ー
ツ
環
境
を
大
き
く
改
革
す
る
好

機
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
従
来
の
運
動
部
モ
デ

ル
を
そ
の
ま
ま
移
行
し
て
は
な
ら

な
い
。
運
動
部
モ
デ
ル
と
は
①
数

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
中
か
ら
1

つ
だ
け
選
び
②
学
校
の
仲
間
と
③

対
外
試
合
の
勝
利
を
目
指
し
④
競

技
力
向
上
の
た
め
の
活
動
を
⑤
指

導
者
の
指
導
の
下
に
⑥
年
間
通
じ

て
休
み
な
く
取
り
組
む
―
―
と
い

う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

国
際
的
に
見
れ
ば
一
種
異
常
な

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
モ
デ
ル
を
、
わ

が
国
で
は
当
然
の
ご
と
く
多
く
の

子
ど
も
に
半
ば
強
制
し
て
き
た
。

子
ど
も
に
は
、
ほ
か
に
選
択
肢
が

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
22
年
策
定
）
に
よ
れ

ば
、
移
行
先
と
な
る
地
域
ク
ラ
ブ

で
の
活
動
は
そ
う
で
は
な
い
よ
う

だ
。

　

競
技
・
大
会
志
向
で
特
定
の
種

目
や
分
野
に
専
念
す
る
従
来
型
の

活
動
だ
け
で
な
く
、
各
種
体
験
教

室
へ
の
参
加
や
シ
ー
ズ
ン
制
の
よ

う
な
複
数
の
種
目
・
分
野
を
経
験

で
き
る
活
動
、
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
参
加
で
き
る
活
動
、
異

な
る
世
代
の
人
と
多
様
な
活
動
を

共
に
す
る
機
会
な
ど
、
豊
か
で
多

様
な
余
暇
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
機
に
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
る
余

暇
生
活
を
自
発
的
に
賢
く
デ
ザ
イ

ン
し
楽
し
め
る
、
子
ど
も
市
民
の

育
成
環
境
が
整
う
こ
と
を
切
に
願

い
た
い
。

　

2
つ
懸
念
が
あ
る
。
1
つ
は
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
享
受
に
関
わ
る
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様
々
な
格
差
の
現
出
と
拡
大
だ
。

過
去
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
政
策
や
学

校
と
地
域
が
連
携
し
て
推
進
す
る

取
り
組
み
は
、
い
ず
れ
も
主
体
が

地
域
人
材
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に

彼
ら
の
意
欲
や
地
域
資
源
の
質
・

量
に
制
約
さ
れ
、
大
き
な
地
域
格

差
が
生
じ
て
い
る
。
地
域
社
会
に

委
ね
た
途
端
、
責
任
主
体
が
曖
昧

と
な
り
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会

を
奪
い
か
ね
な
い
。

　

11
年
に
全
会
一
致
で
成
立
し
た

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
は
、
ス
ポ

ー
ツ
は
す
べ
て
の
人
々
の
権
利
で

あ
る
と
高
ら
か
に
う
た
う
。
部
活

動
の
地
域
移
行
は
、
こ
の
法
理
念

へ
の
道
の
り
を
逆
行
す
る
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

部
活
動
の
縮
小
・
廃
止
を
実
質

的
に
意
味
す
る
現
在
の
部
活
動
改

革
は
地
域
格
差
だ
け
で
な
く
、
グ

ラ
フ
が
示
す
家
庭
の
社
会
・
経
済

的
条
件
（
親
の
所
得
や
学
歴
な

ど
）
に
よ
る
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
格

差
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が
容
易

に
予
想
で
き
る
。
部
活
動
は
子
ど

も
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
の
安
全
網
だ
。
拙
速
な
全
廃
だ

け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
こ
の
改

革
が
学
校
と
生
徒
組
織
の
自
治
で

は
な
く
、
中
央
官
庁
か
ら
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
進
ん
で
い
る
こ
と

だ
。

　

本
来
、
部
活
動
問
題
に
お
い
て

は
生
徒
こ
そ
が
当
事
者
で
あ
り
受

益
者
で
あ
る
。
部
活
動
を
ど
の
よ

う
に
改
善
・
改
革
す
れ
ば
持
続
可

能
な
仕
組
み
に
な
る
の
か
を
、
生

徒
や
教
師
た
ち
が
自
分
事
と
し
て

知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
。

　

４
月
施
行
の
「
子
ど
も
基
本

法
」
の
基
本
理
念
に
は
、
子
ど
も

の
意
見
表
明
権
や
結
社
の
自
由
の

よ
う
な
能
動
的
権
利
が
明
記
さ
れ

た
。
子
ど
も
の
声
を
原
点
に
し
た

改
革
論
議
を
求
め
た
い
。

学
校
の
機
能
移
行
、

国
も
責
任
果
た
せ

　

学
校
が
「
知
徳
体
」
を
総
合
的

に
伸
ば
す
機
能
を
担
え
た
の
は
部

活
動
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
教
員
の

働
き
方
改
革
の
差
し
迫
っ
た
必
要

性
と
学
校
の
小
規
模
化
を
考
え
れ

ば
移
管
は
や
む
を
え
な
い
が
、
相

当
な
難
題
だ
。
現
状
で
は
た
ま
た

ま
地
域
に
受
け
皿
の
あ
る
学
校
・

種
目
だ
け
の
移
行
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

指
導
者
や
活
動
場
所
な
ど
の
確

保
に
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
と
と

も
に
、
国
も
財
政
支
援
な
ど
の
責

任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
生
徒

の
貴
重
な
居
場
所
と
も
な
っ
て
い

る
文
化
系
部
活
動
へ
の
目
配
り
も

欠
か
せ
な
い
。
（
編
集
委
員　

中

丸
亮
夫
）（

２
０
２
３
年
12
月
20
日
／
日
経
）

体
育
ニ
ガ
テ
、I
C
T
で
克
服

V
R
で
運
動
の
お
手
本
学
ぶ

　

子
ど
も
の
体
力
を
高
め
よ
う

と
、
学
校
現
場
で
I
C
T
（
情
報

通
信
技
術
）
を
使
っ
た
体
育
の
授

業
が
広
が
っ
て
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
22
日
公
表
し
た
２
０
２
３
年

度
全
国
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
小

中
学
生
と
も
低
水
準
だ
っ
た
。
各

学
校
は
映
像
な
ど
を
通
じ
て
楽
し

み
つ
つ
体
の
動
か
し
方
を
学
べ
る

よ
う
に
し
て
「
運
動
好
き
」
を
増

や
す
。

　

20
日
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
立
み

ど
り
の
学
園
義
務
教
育
学
校
の
小

学
６
年
の
体
育
。
児
童
ら
は
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
ボ
ー
ル
を
打

ち
返
す
練
習
を
す
る
際
、
仮
想
現

実
（
V
R
）
機
器
を
装
着
し
、
教

員
が
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
た
手
本

を
見
た
上
で
実
践
に
臨
ん
だ
。

「
後
ろ
か
ら
走
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
」
「
な
な
め
に
は
じ
く
の
が

大
事
と
感
じ
た
」
。
実
技
を
終
え

た
児
童
ら
は
う
ま
く
な
る
た
め
の

「
コ
ツ
」
を
話
し
合
っ
た
。

　

同
学
園
は
授
業
で
積
極
的
に

I
C
T
を
活
用
し
て
い
る
。
体
を

動
か
す
様
子
を
動
画
で
撮
っ
て
動

き
を
確
認
し
た
り
、
授
業
の
前
に

ど
う
動
け
ば
的
確
に
ボ
ー
ル
を
打

ち
返
せ
る
か
端
末
上
で
同
級
生
と

考
え
を
共
有
し
た
り
し
て
い
る
。

　

担
当
の
女
性
教
諭
は
「
体
育
で

も
自
分
の
必
要
だ
と
思
っ
た
と
こ

ろ
で
I
C
T
が
使
え
て
い
る
」
と

評
価
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
体
力
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
行
動
制
限
が
あ

っ
た
時
と
比
較
す
れ
ば
改
善
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
前
や
ピ
ー
ク
時
の
18

年
度
よ
り
低
下
し
て
い
る
。

　

22
日
に
結
果
が
発
表
さ
れ
た
全

国
体
力
テ
ス
ト
は
、
全
国
の
小
５

と
中
２
の
約
１
９
０
万
人
が
対
象

で
、
23
年
４
～
７
月
に
実
施
し

た
。

　

50
メ
ー
ト
ル
走
な
ど
８
種
目
の

合
計
点
の
平
均
値
は
小
学
男
子
が

52
・
６
点
（
前
年
度
比
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
増
）
、
女
子
が
54
・
３
点

（
同
ポ
イ
ン
ト
）
。
中
学
男
子
が

41
・
２
点
（
同
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
）
、
女
子
が
47
・
１
点
（
同

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
）
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
前
の
19
年
度
と
比
較
す
る

と
そ
れ
ぞ
れ
０
・
４
～
２
・
９
ポ

イ
ン
ト
減
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
担
当
者
は
「
生
活

習
慣
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
話
す
。
大
き
く
変
化
し

て
い
る
の
が
学
習
以
外
で
テ
レ
ビ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
「
ス

ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
」
の
増
加
だ
。

　

23
年
度
に
「
１
日
４
時
間
以

上
」
の
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
が
あ

っ
た
割
合
は
、
19
年
度
と
比
べ
て

小
学
男
子
は
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
増

に
と
ど
ま
る
が
、
小
学
女
子
は

６
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
、
中
学
男
女

で
は
約
９
ポ
イ
ン
ト
増
に
上
る
。

　

同
庁
担
当
者
は
「
子
ど
も
の
放

課
後
の
過
ご
し
方
が
体
を
動
か
す

遊
び
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
で
の

遊
び
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
分
析
す
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
「
デ
ジ
タ
ル

機
器
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
運
動
好
き
に
す
る
好

機
」
と
強
調
す
る
の
は
東
京
学
芸

大
の
鈴
木
直
樹
准
教
授
（
体
育
科

教
育
学
）
だ
。

　

鈴
木
准
教
授
に
よ
る
と
、
東
京

都
内
の
あ
る
区
立
小
学
校
の
5
年
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生
の
「
跳
び
箱
」
の
授
業
で
は
、

V
R
で
助
走
か
ら
踏
み
切
り
、
着

地
ま
で
の
流
れ
を
映
像
で
体
験
す

る
。
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
V
R
導
入
前
よ
り
「
感
動
や

楽
し
さ
を
体
験
で
き
た
」
「
う
ま

く
跳
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い

っ
た
回
答
が
増
え
た
と
い
う
。

　

鈴
木
准
教
授
は
「
こ
れ
ま
で
の

体
育
の
授
業
は
全
員
が
同
じ
課
題

に
取
り
組
み
、
運
動
が
苦
手
な
子

ど
も
は
体
育
が
嫌
い
に
な
っ
て
い

た
。
I
C
T
を
活
用
す
れ
ば
、
一

人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

主
体
的
に
取
り
組
み
や
す
く
、
運

動
が
楽
し
い
と
感
じ
る
子
ど
も
を

増
や
せ
る
」
と
意
気
込
む
。

　

各
自
治
体
も
体
育
で
の
I
C
T

導
入
に
注
目
し
て
お
り
、
全
国
で

教
員
向
け
の
研
修
会
が
開
か
れ
始

め
て
い
る
と
い
う
。

　

体
力
テ
ス
ト
の
調
査
に
関
わ
っ

た
中
京
大
の
中
野
貴
博
教
授
（
発

育
発
達
学
）
は
「
I
C
T
を
う
ま

く
使
え
ば
体
力
向
上
に
も
寄
与
す

る
が
、
機
器
を
操
作
し
て
い
る
時

間
が
長
く
な
り
、
運
動
時
間
が
減

っ
て
し
ま
え
ば
本
末
転
倒
だ
。
効

果
的
な
授
業
が
で
き
る
教
員
を
育

て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
が
重
要

に
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

（
２
０
２
３
年
12
月
22
日
／
日
経
） 

J
R
東
日
本

 「
ウ
エ
ル
ネ
ス
旅
」
開
拓

青
森
駅
に
体
験
型
ホ
テ
ル

　

J
R
東
日
本
は
健
康
や
美
容
を

テ
ー
マ
に
し
た
旅
行
「
ウ
エ
ル
ネ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
開
拓
す
る
。

２
０
２
４
年
夏
に
青
森
駅
（
青
森

市
）
直
結
の
ビ
ル
に
ウ
エ
ル
ネ
ス

関
連
の
体
験
型
ホ
テ
ル
を
開
業
す

る
。
地
方
沿
線
で
は
過
疎
化
に
伴

っ
て
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

健
康
意
識
の
高
い
旅
客
を
国
内
外

か
ら
集
め
る
こ
と
で
鉄
道
と
の
相

互
送
客
を
促
し
、
地
方
創
生
の
新

た
な
拠
点
に
育
て
る
。

　

青
森
駅
東
口
で
開
発
を
進
め
る

駅
ビ
ル
内
に
、
J
R
東
グ
ル
ー
プ

初
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
ホ
テ
ル

「ReLabo

（
リ
ラ
ボ
）
」
を
開
設

す
る
。
６
階
に
ス
パ
施
設
や
ヨ
ガ

ス
タ
ジ
オ
な
ど
が
入
る
専
用
フ
ロ

ア
を
設
け
、
７
～
10
階
に
は
客
室

１
３
０
部
屋
を
用
意
す
る
。
病
院

な
ど
を
展
開
す
る
一
般
社
団
法
人

慈
恵
会
（
同
）
と
、
ホ
テ
ル
・
旅

館
を
手
が
け
る
城
ケ
倉
観
光

（
同
）
が
施
設
運
営
を
担
う
。

　

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
今

後
詰
め
る
が
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
者

向
け
に
医
療
検
査
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
ほ
か
、
ヨ
ガ
や
ス
パ
を
組

み
合
わ
せ
た
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
。
温
泉
施
設
を

活
用
し
た
冷
温
浴
療
法
や
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
食
事
や
睡
眠
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
利
用
客

ご
と
の
状
態
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
も
対
応

す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
経

て
消
費
者
の
健
康
意
識
が
高
ま
る

な
か
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
の
引
き
合
い
は
強
ま
っ
て
き
て

い
る
。
調
査
会
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

と
、
22
年
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
関
連
の
世
界
市
場
規
模
は
８

８
９
０
億
ド
ル
（
約
１
２
５
兆

円
）
で
、
28
年
ま
で
に
は
５
割
増

の
1
兆
３
２
７
０
0
億
ド
ル
に
達

す
る
見
通
し
だ
。

　

J
R
東
は
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
へ
の
需
要
を
に
ら
み
、
ホ
テ

ル
の
展
開
に
合
わ
せ
て
、
青
森
の

観
光
資
源
で
あ
る
縄
文
遺
跡
群
の

情
報
発
信
施
設
を
駅
ビ
ル
内
に
開

設
す
る
。
健
康
促
進
を
目
的
と
し

た
旅
行
客
を
取
り
込
み
つ
つ
、
沿

線
観
光
を
促
す
拠
点
と
し
て
地
域

創
生
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。

　

J
R
東
の
深
沢
祐
二
社
長
は

「
地
方
の
駅
ビ
ル
開
発
は
採
算
性

の
確
保
が
難
し
く
、
駅
前
を
中
心

に
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
ウ
エ

ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
特

色
を
打
ち
出
す
こ
と
で
「
旅
行
客

の
健
康
を
増
進
で
き
る
拠
点
に
し

た
い
」
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
テ
レ
ワ
ー
ク

が
定
着
し
、
J
R
東
の
定
期
券
収

入
は
コ
ロ
ナ
前
の
8
割
の
水
準
に

と
ど
ま
る
。
少
子
化
に
伴
っ
て
沿

線
人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
新

た
な
移
動
需
要
を
創
出
す
る
仕
掛

け
づ
く
り
や
、
鉄
道
の
収
益
に
頼

ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

J
R
東
は
海
外
で
も
ウ
エ
ル
ネ

ス
事
業
を
拡
大
す
る
。
23
年
８
月

に
は
台
湾
・
台
北
市
内
の
ホ
テ
ル

に
健
康
施
設
「
ジ
ェ
ク
サ
ー
・
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
&
ス
パ
南
京
復
興
」

を
開
業
し
た
。
日
本
式
の
ヒ
ノ
キ

風
呂
や
サ
ウ
ナ
、
ス
タ
ジ
オ
レ
ッ

ス
ン
に
加
え
、
ホ
テ
ル
の
和
食
を

取
り
入
れ
た
プ
ラ
ン
な
ど
を
提
供

す
る
。
台
湾
の
他
の
地
域
や
ア
ジ

ア
各
国
へ
の
展
開
も
検
討
し
て
い

く
。

（
２
０
２
３
年
12
月
17
日
／
日
経M

J

）

市
民
マ
ラ
ソ
ン
、

９
割
が
参
加
費
引
き
上
げ

出
走
希
望
者
３
割
減

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル

　

拡
大
が
続
い
た
全
国
の
市
民
マ

ラ
ソ
ン
が
転
換
点
を
迎
え
て
い

る
。
２
０
２
３
年
10
～
11
月
に
自

治
体
を
中
心
に
実
施
し
た
日
経
グ

ロ
ー
カ
ル
の
調
査
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
の
18
～
19

年
よ
り
参
加
費
を
「
上
げ
た
」
大

会
が
全
体
の
９
割
弱
を
占
め
る
一

方
、
出
走
希
望
者
は
平
均
３
割
弱

減
っ
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

戦
略
を
問
わ
れ
て
い
る
。
（
「
日

経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
４
７
３
号
に
詳

報
。NIK

K
EI CO

M
PA

SS

で
購
入

で
き
ま
す
）

出
走
希
望
者
は
3
割
減

　

23
年
10
月
29
日
、
約
２
万
３
０

０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
港
町
を
駆

け
る
「
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
か

れ
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
費

は
1
人
２
万
円
。
「
引
き
上
げ
も

仕
方
な
い
と
の
声
が
あ
る
一
方
、

高
す
ぎ
る
と
の
声
も
あ
っ
た
」
と

担
当
者
は
漏
ら
す
。
同
大
会
の
新

型
コ
ロ
ナ
禍
前
の
倍
率
は
２
倍
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超
。
今
の
申
込
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍

前
に
は
程
遠
い
よ
う
だ
。

　

同
日
は
金
沢
市
で
も
「
金
沢
マ

ラ
ソ
ン
」
が
国
外
在
住
ラ
ン
ナ
ー

も
参
加
し
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

さ
れ
た
。
1
万
３
０
０
０
人
超
の

募
集
枠
に
対
し
約
２
万
８
０
０
０

人
の
希
望
者
が
集
ま
っ
た
が
、
人

気
の
大
会
は
わ
ず
か
だ
。

　

本
誌
は
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
運
営

者
を
中
心
に
23
年
10
～
11
月
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
宮
崎
県
を
除

く
46
都
道
府
県
の
大
会
計
56
件
の

回
答
を
得
た
。
23
年
度
大
会
の
参

加
費
が
18
年
度
と
比
較
可
能
な
27

自
治
体
を
抽
出
し
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
上
昇
率
は
４
割
に
達
し
た
。

定
員
数
は
３
～
４
％
減
と
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
。
出
走
を
申
し
込
ん
だ
希

望
者
は
３
割
弱
の
減
少
だ
っ
た
。

収
入
の
柱
は
自
治
体
負
担
金
、

協
賛
金
、参
加
費

　

23
年
度
大
会
の
事
業
費
を
聞
い

た
と
こ
ろ
「
10
億
円
以
上
」
と
答

え
た
の
が
東
京
都
と
大
阪
府
だ
っ

た
。
東
京
は
「
東
京
レ
ガ
シ
ー
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
他
大
会
な

ど
を
含
め
52
億
２
３
０
０
万
円
と

回
答
。
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」
単
独

で
は
公
表
し
て
い
な
い
が
、
18
年

時
点
で
32
・
５
億
円
と
い
う
数
字

も
残
り
、
こ
れ
に
近
い
と
み
ら
れ

る
。
愛
知
県
の
２
大
会
も
非
公
表

な
が
ら
計
10
億
円
を
超
え
て
い
る

よ
う
だ
。

 

「
１
億
～
10
億
未
満
」
は
31
件
と

過
半
数
を
占
め
、
物
価
上
昇
や
賃

上
げ
も
あ
っ
て
上
昇
傾
向
に
あ

る
。
事
業
費
は
18
～
19
年
度
に
比

べ
「
上
昇
し
た
」
が
35
件
で
「
下

落
し
た
」
が
８
件
。
上
が
っ
て
い

る
経
費
は
「
警
備
費
」
（
13
件
）

と
「
会
場
設
営
費
」
（
12
件
）
、

「
運
営
に
携
わ
る
人
件
費
」
（
10

件
）
が
上
位
だ
っ
た
。

　

多
く
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
共
通

と
な
っ
て
い
る
収
入
の
３
本
柱

は
、
自
治
体
の
補
助
金
な
ど
の
負

担
額
と
、
企
業
な
ど
か
ら
得
る
協

賛
金
、
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
徴
収
す
る

参
加
費
だ
。
一
自
治
体
の
負
担
額

が
「
１
億
円
以
上
」
と
答
え
た
の

は
９
件
で
、
ト
ッ
プ
は
さ
い
た
ま

市
の
「
さ
い
た
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
で

３
億
円
。
受
益
者
負
担
と
い
う
原

則
か
ら
外
れ
る
た
め
、
む
や
み
に

負
担
に
踏
み
出
せ
な
い
自
治
体
が

多
い
。

　

次
に
企
業
か
ら
の
協
賛
金
は

「
増
え
て
い
る
」
が
10
件
と
「
減

っ
て
い
る
」
の
22
件
を
下
回
っ

た
。
東
京
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン
単
独

で
は
事
業
費
の
５
割
程
度
を
占
め

る
よ
う
だ
。
大
阪
な
ど
他
の
都
市

も
似
た
構
図
だ
が
、
大
き
な
伸
び

は
見
込
め
な
い
。

 　

最
後
に
参
加
費
を
み
て
み
よ

う
。
23
年
度
は
18
～
19
年
度
の
大

会
に
比
べ
る
と
「
引
き
上
げ
た
」

と
の
声
が
49
件
と
全
体
の
９
割
弱

を
占
め
た
。
「
変
わ
ら
な
い
」
は

１
件
、
未
回
答
は
６
件
だ
っ
た
。

　

18
～
19
年
度
の
参
加
費
が
1
万

～
1
万
５
０
０
０
円
の
大
阪
や
京

都
、
愛
知
や
福
岡
は
1
万
６
０
０

０
～
1
万
７
０
０
０
円
に
上
昇
し

た
。
例
年
３
月
に
「
板
橋City

マ
ラ

ソ
ン
」
を
開
い
て
い
る
東
京
都
板

橋
区
も
「
参
加
者
減
少
に
加
え
、

物
価
・
人
件
費
な
ど
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
を
勘
案
し
参
加
費
を
抜

本
的
に
見
直
す
必
要
が
生
じ

た
」
。

　

コ
ス
ト
増
が
大
会
の
魅
力
を
低

下
さ
せ
て
い
る
面
は
あ
る
よ
う

だ
。
地
方
の
集
客
力
は
厳
し
く
定

員
割
れ
の
大
会
が
続
出
し
て
い

る
。
マ
ラ
ソ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛

け
る
ア
ー
ル
ビ
ー
ズ
（
東
京
・
渋

谷
）
が
発
行
す
る
雑
誌
「
月
刊
ラ

ン
ナ
ー
ズ
」
の
行
場
竹
彦
編
集
長

は
「
２
０
２
２
年
に
開
か
れ
た
主

要
大
会
１
０
８
の
う
ち
、
出
走
者

数
が
定
員
に
達
し
た
の
は
33
％
。

参
加
者
の
数
は
ま
だ
戻
り
き
っ
て

い
な
い
」
と
漏
ら
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
に
詳
し
い
千
葉
商
科

大
学
の
山
田
耕
生
教
授
は
過
当
競

争
に
よ
る
影
響
も
大
き
い
と
分
析

し
、
「
こ
れ
ま
で
参
入
す
る
自
治

体
が
多
す
ぎ
た
。
値
段
に
関
係
な

く
、
い
か
に
特
色
を
出
せ
る
か
が

カ
ギ
と
な
る
」
と
話
す
。

「
人
気
に
陰
り
」と
の
見
方
も

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
す
る
目

的
は
何
か
。
３
つ
ま
で
の
選
択
で

最
多
だ
っ
た
の
は
「
地
域
活
性

化
」
の
51
件
。
次
に
「
観
光
客
数

増
」
が
32
件
、
「
健
康
増
進
」
も

27
件
と
多
か
っ
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
課
題
（
複
数
選
択
）
も
聞
い

た
。
「
経
費
の
増
大
」
（
48
件
）

や
「
参
加
者
の
確
保
」
（
48
件
）

と
の
声
に
続
き
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
ス
タ
ッ
フ
確
保
」
も
40
件
あ

っ
た
。

 　

参
加
者
確
保
に
つ
い
て
は
「
大

会
の
人
気
に
陰
り
が
出
て
い
る
」

と
の
見
方
も
根
強
い
。
笹
川
ス
ポ

ー
ツ
財
団
が
22
年
に
し
た
調
査
に

よ
る
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
１
回
以
上

実
施
し
た
20
歳
以
上
の
率
は
８
・

５
％
。
20
年
度
比
１
・
７
ポ
イ
ン

ト
下
が
り
、
18
年
の
コ
ロ
ナ
感
染

禍
前
に
戻
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
政
策
研
究
所
の
鈴
木

貴
大
政
策
オ
フ
ィ
サ
ー
は
「
運
動

不
足
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た

め
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
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始
め
た
が
、
継
続
に
至
ら
な
か
っ

た
人
が
一
定
数
い
た
の
で
は
」
と

み
る
。
30
代
女
性
は
４
・
２
％
と

過
去
最
低
で
20
代
男
性
も
低
い
。

「
若
者
が
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
の
レ

ジ
ャ
ー
種
目
に
移
っ
た
り
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
な
ど
に
切
り
替
え
た
り

し
て
い
る
」
と
み
て
い
る
。

　

地
域
で
大
会
を
開
く
に
は
百

人
、
千
人
単
位
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
必
要
に
な
る
。
地
域
の
高
齢
化

や
感
染
を
懸
念
す
る
場
合
も
あ

る
。
２
月
に
「
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
」

を
開
い
て
い
る
東
京
都
青
梅
市
は

「
２
６
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
し
て
い
る
が
、
手
を
上
げ
て
い

た
だ
け
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
」

（
２
０
２
３
年
12
月
11
日
／
日
経
） 

東
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

ラ
イ
ブ
配
信
で

24
時
間
ジ
ム
に
対
抗

 　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ホ

リ
デ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
運

営
す
る
東
祥
が
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
新
型
店
舗

の
展
開
を
進
め
て
い
る
。
ラ
イ
ブ

配
信
の
ス
タ
ジ
オ
レ
ッ
ス
ン
や
顔

認
証
の
入
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
店
舗
も
小
型
化
し
て
従
来
店

よ
り
も
想
定
会
員
数
を
抑
え
た
。

I
C
T
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
商
圏
で
、
24

時
間
営
業
ジ
ム
の
急
増
で
激
変
し

た
競
争
環
境
に
対
応
す
る
。

　

愛
知
県
半
田
市
に
７
月
に
開
業

し
た
「
ホ
リ
デ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
半
田
店
」
の
ス
タ
ジ
オ
で
は
、

ヨ
ガ
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
講
師
の

姿
が
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
。
講
師
は
会
場
の
参
加
者

に
画
面
越
し
に
声
を
か
け
、
参
加

者
は
画
面
を
見
て
体
を
動
か
す
。

店
舗
に
ラ
イ
ブ
配
信
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
人
気
講
師
が
複
数
店

舗
に
対
し
て
同
時
に
レ
ッ
ス
ン
を

す
る
仕
組
み
だ
。

　

沓
名
裕
一
郎
社
長
は
「
講
師
が

一
人
い
れ
ば
、
多
く
の
店
舗
で
レ

ッ
ス
ン
が
で
き
る
」
と
説
明
す

る
。
加
え
て
「
映
像
レ
ッ
ス
ン
は

初
心
者
が
ス
タ
ジ
オ
に
入
り
や
す

く
な
る
」
効
果
も
あ
る
と
い
う
。

「
従
来
の
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
常
連
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
で
き
や
す
く
、
新
規
参
加
の
ハ

ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
た
」

　

ホ
リ
デ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は

初
心
者
対
象
を
前
面
に
押
し
出
し

て
い
る
。
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
外
部
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

開
発
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
東

祥
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
て

自
社
開
発
に
こ
だ
わ
る
。
動
画
配

信
サ
イ
ト
を
介
し
て
自
宅
で
運
動

で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
提
供
し
て

お
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
映
像
形
式

で
新
規
参
加
者
の
心
理
的
な
障
壁

を
低
く
し
て
い
る
。

　

半
田
店
は
２
０
２
４
年
３
月
期

中
に
３
店
舗
の
出
店
を
予
定
す
る

「
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
店
の
１

号
店
だ
。
ラ
イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、

客
の
利
便
性
向
上
と
フ
ロ
ン
ト
業

務
の
効
率
化
の
た
め
に
顔
認
証
に

よ
る
入
館
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し

た
。
さ
ら
に
手
数
料
が
ネ
ッ
ク
で

取
り
入
れ
て
い
な
か
っ
た
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
も
解
禁
し
、

口
座
引
き
落
と
し
の
手
続
き
な
し

で
入
会
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

新
型
店
は
従
来
店
よ
り
も
店
舗

の
サ
イ
ズ
を
小
型
化
し
て
い
る
。

従
来
は
延
べ
床
面
積
お
よ
そ
８
０

０
（
約
２
６
４
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
が
主
流
だ
っ
た
が
、
新
型
店

は
４
０
０
坪
規
模
だ
。
半
田
店
の

延
べ
床
面
積
は
１
４
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
建
築
費
が

高
騰
す
る
中
、
投
資
金
額
も
抑
え

ら
れ
る
。
コ
ス
ト
面
だ
け
で
な
く

会
員
数
の
想
定
を
少
な
く
、
商
圏

も
小
さ
く
設
定
し
て
い
る
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
近
年
の
24
時

間
ジ
ム
の
急
増
だ
。
「
ホ
リ
デ
イ

の
中
に
は
商
圏
内
に
24
時
間
ジ
ム

が
６
店
も
あ
る
店
舗
も
あ
る
」

（
沓
名
社
長
）
と
い
う
。
店
舗
あ

た
り
の
商
圏
の
縮
小
に
加
え
、
価

格
競
争
も
激
化
し
て
い
る
。

R
I
Z
A
P
グ
ル
ー
プ
の
「chocoZAP

（
チ
ョ
コ
ザ
ッ
プ
）
」
に
代
表
さ
れ

る
低
価
格
ジ
ム
も
増
え
た
。
沓
名

社
長
は
「
市
場
の
成
長
を
店
の
増

加
が
上
回
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
。

　

新
型
店
は
縮
小
し
た
商
圏
に
対

応
し
、
従
来
か
ら
ホ
リ
デ
イ
ス
ポ



23 2024年（令和6年）1月11日

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
対
象
と
し
て
い
た

初
心
者
の
取
り
込
み
に
注
力
す

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
業
界
は

「
ま
だ
ま
だ
落
ち
込
ん
で
い
る
。

話
題
作
り
の
取
り
組
み
も
重
要
」

（
沓
名
社
長
）
と
の
側
面
も
あ

る
。

　

今
後
、
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
ス

タ
ジ
オ
レ
ッ
ス
ン
は
既
存
の
店
舗

に
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
導
入
し
て

い
く
。
沓
名
社
長
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
あ
る
初
心
者
の
取
り
込
み
に

「
施
設
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
面
も
作

り
込
ん
で
い
く
」
と
語
る
。
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
業
界
は
物
価
高
に
よ

る
消
費
控
え
も
逆
風
に
な
っ
て
い

る
。
ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
のICT

活
用

の
取
り
組
み
は
、
激
化
す
る
集

客
・
価
格
競
争
の
な
か
で
独
自
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
築
け
る
か
の
試
金

石
と
な
る
。

（
２
０
２
３
年
12
月
9
日
／
日
経
産
業
新
聞
）

広
島
の
ハ
コ
ジ
ム
、

24
時
間
個
室
で

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

A
I
が
指
導

　

個
室
型
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を

展
開
す
る
ハ
コ
ジ
ム
（
広
島
市
）

が
、
店
舗
網
を
全
国
に
広
げ
て
い

る
。
広
島
に
近
い
福
岡
や
大
阪
へ

の
店
舗
拡
大
を
進
め
、
２
０
２
２

年
に
は
首
都
圏
に
も
進
出
し
た
。

24
時
間
い
つ
で
も
気
軽
に
運
動
で

き
、
人
工
知
能
（
A
I
）
に
よ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
働
く
世
代
を
中
心
に

人
気
を
集
め
る
。
現
在
は
全
国
に

22
店
舗
持
ち
、
1
年
後
に
全
国
１

０
０
店
舗
規
模
へ
の
拡
大
を
目
指

す
。

　

ハ
コ
ジ
ム
は
永
田
秀
晶
社
長
が

17
年
に
設
立
し
た
24
時
間
利
用
可

能
な
個
室
ジ
ム
だ
。
利
用
の
15
分

前
ま
で
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
予
約
す
る
。
店
舗
は
基
本
的
に

無
人
運
営
で
、
各
会
員
は
I
C
カ

ー
ド
で
入
退
室
で
き
る
。
入
店
か

ら
退
店
ま
で
人
に
会
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
内
側
か
ら
施
錠
で

き
る
た
め
、
他
人
の
目
を
気
に
せ

ず
着
替
え
な
ど
も
で
き
る
。

　

月
額
費
は
３
８
０
０
円
（
税

別
）
か
ら
、
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る

個
人
指
導
も
大
手
の
半
額
程
度

と
、
比
較
的
安
価
な
の
も
魅
力

だ
。
ビ
ル
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
な
ど

に
低
賃
料
で
入
居
し
、
バ
ー
ベ
ル

や
ダ
ン
ベ
ル
な
ど
ウ
エ
ー
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
器
具
を
設
置

し
て
い
る
。

　

利
用
は
１
日
あ
た
り
１
時
間
ま

で
。
「
家
に
帰
る
途
中
で
体
を
鍛

え
た
い
」
「
昼
休
み
に
軽
く
運
動

し
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
20
～
40

歳
代
の
働
く
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
会
員
数
は
２
５
０
０
人
に
達

し
た
。

　

特
に
利
用
客
か
ら
好
評
な
の

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

21
年
に
始
め
た
ス
マ
ー
ト
ミ
ラ
ー

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
だ
。
A
I

に
よ
る
非
対
面
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

指
導
を
受
け
ら
れ
る
。
ス
マ
ホ
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
な
ど
を
入

力
す
る
と
、
個
室
内
に
設
置
さ
れ

た
高
さ
１
・
７
メ
ー
ト
ル
、
幅
１

メ
ー
ト
ル
の
鏡
に
等
身
大
の
ト
レ

ー
ナ
ー
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
、
個

人
に
適
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
再
生
さ

れ
る
仕
組
み
。

　

自
ら
の
姿
と
ト
レ
ー
ナ
ー
の
姿

を
鏡
で
見
比
べ
、
ゲ
ー
ム
の
よ
う

な
没
入
感
を
味
わ
い
な
が
ら
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
。
終
了
後
に

質
問
に
回
答
す
る
と
、
次
回
受
講

時
に
は
さ
ら
に
自
分
に
合
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
る
。
無
料
で

利
用
可
能
。
現
在
は
女
性
会
員
を

取
り
込
む
た
め
、
ヨ
ガ
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど

を
進
め
て
い
る
。
自
身
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
点
数
化
す
る
機
能
な
ど

も
導
入
を
目
指
す
。

 

　

現
在
は
広
島
を
中
心
に
22
店
舗

を
持
つ
が
、
よ
り
多
く
の
会
員
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
店
舗
網
を

拡
大
す
る
。
22
年
11
月
に
は
東
京

に
、
23
年
７
月
に
は
神
奈
川
県
に

初
め
て
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

1
年
後
に
は
１
０
０
店
舗
ま
で
増

や
す
目
標
だ
。

　

今
後
は
バ
ー
ベ
ル
な
ど
の
よ
う

な
重
い
器
具
を
置
か
ず
、
騒
音
の

し
な
い
ス
マ
ー
ト
ミ
ラ
ー
と
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
た
店

舗
を
増
や
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空

き
部
屋
な
ど
に
入
居
す
る
こ
と
で

現
在
よ
り
も
小
さ
な
店
舗
を
広
め

て
い
き
た
い
考
え
だ
。
永
田
社
長

は
「
小
規
模
な
商
圏
で
も
出
店
で

き
る
こ
と
を
強
み
に
、
将
来
的
に

は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
１
０
０
０
店
舗

を
目
指
し
た
い
」
と
話
す
。

（
２
０
２
３
年
12
月
4
日
／
日
経
） 


